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種市町は岩手県の最北端に位置し、北は青森県三戸郡階上町、東

は太平洋、西は軽米町、大野村、南は久慈市に接する自然豊かな漁

業と農林業の町です。町内には現在69カ所の遺跡が登録されてい

ます。先人の残したこれらの文化遺産を保護し、保存していくこと

は私たち町民に課せられた重大な責務であります。

本報告書は、平内工業団地整備に伴う平内 E遺跡の埋蔵文化財調

査の結果をまとめたものです。今回の調査により、本遺跡が縄文時

代の狩猟の場であることが明らかになりました。この調査の結果が

今後この地域の歴史を解明する上で、いささかでもお役に立てれば

幸いです。また、本書が関係者はもちろん、広く町民の方々に活用

され、埋蔵文化財に対する理解と保護に多少なりとも寄与されるこ

とを願っております。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、多大な

ご助言ご協力をいただきました関係者の方々に厚く御礼を申し上げ

ます。
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平成16年 3 月
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例目

1. 本報告書は、岩手県九戸郡種市町第43地割100番63ほかに所在する、平内E遺跡の発掘調査結果を収録し

たものである。

2. 本遺跡の調査は、平内工業団地整備事業に伴う事前の緊急発掘調査であり、種市町教育委員会が実施した。

3. 本遺跡の岩手県遺跡台帳の遺跡番号はIF48-0017である。

4. 調査主体者種市町教育委員会生涯学習課

担当者：千田政博

5 . 調査指導 岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課

6. 資料の分析、鑑定については下記の方々、機関に依頼した。（順不同・敬称略）

遺跡の地質調査：八戸市文化財審議員松山力

石器の石材鑑定：花闘岩研究会（代表：矢内桂三）
遺跡の自然科学分析：パリノ・サーヴェイ株式会社

出土遺物の自然科学分析：岩手県立博物館（赤沼英男・咲山まどか）

7. 依頼原稿の執筆者氏名は、文頭に記載しである。

8. 第E章並びに付篇を除き本報告書の執筆・編集・構成は千田政博が担当した。

9. 野外調査、室内整理作業及び本報告書の作成等に際しては、下記の方々、機関からご指導、ご助言を賜っ

た。記して感謝申し上げます。（五十音JI［員、敬称略）

安達尊伸、稲野裕介、井上雅孝、宇部則保、小原員一、北上市埋蔵文化財センタ一、木戸口俊子、

君島武史、日下和寿、栗村知弘、佐々木清文、佐々木浩一、 佐藤嘉広、高橋千晶、滝沢村埋蔵文化財セン

タ一、千葉周秋、千葉啓蔵、時田里志、七崎修、野田尚志、平山明寿、藤田俊雄、藤田直行、古里淳、

丸山浩治、水沢市埋蔵文化財調査センタ一、森淳、森千鶴子

10. 野外調査においては、次の方々にご協力いただいた。（順不同、敬称略）

横手春蔵、大下キヨ、庭瀬トモ、阿部美恵子、上山シワ、庭瀬ツセ、佐々木ハツエ、井戸向ツヨノ、

城下リセ、野田カツ、佐藤みね、北川カヨ、北津ユミ、中上イヨ、信田ヨウ子、大久保芳江、鹿島ヒデ、

加登フミ、磯崎鶴松、角嶋千代松、板橋正武、村井一男、中上貞夫、天満隆、呑香清吉、野口栄一、

中下啓蔵

11. 遺構実測作図・室内整理・報告書作成にあたって、次の方々にご協力いただいた。（五十音JI［員、敬称略）

磯谷秀子、大久保香、上平りつ、鹿島伸子、滝口貴子、中家佳代子、万徳美智子

12. 土層の色調観察は「新版標準土色帖」（農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究

所色票監修 1999）を用いた。

13. 座標原点の測量及び空中写真撮影測量は、次の機関に委託した。

座標原点の測量：株式会社ハイマーテック

空中写真撮影測量：株式会社フジテクノ

14. 調査で得られた出土遺物や整理に関わる諸記録等については、種市町教育委員会で保管、管理している。

15. 引用・参考文献については文末に収めた。
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凡例

遺構図版の縮尺は、竪穴状遺構 1 /40、土坑・溝状土坑 1/60、焼土遺構 1 /10である。

本書で使用する遺構表示記号は下記による。

SI ：竪穴状遺構 SK ：土坑 TP ：溝状土坑

遺構層位は、土層対比図にはローマ数字、各遺構覆士等に算用数字を使用した。

本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による座標北を示す。

遺物図版の縮尺は、土器実測図 1 / 3 、 土器拓影図 1 / 3 、剥片石器実測図 2 /3 、機石器実測図 1 / 3 、鉄

製品・煙管実測図 2 / 3 、銭貨拓影図 1 I 1 とした。

遺構写真図版は縮尺不定である。掲載順は遺構図版と同様である。

遺物写真図版については、土器類 1/3 、剥片石器 2 / 3 、 機石器 1/3 、鉄製品・ 煙管・銭貨 1 I 1 とした。

掲載順は遺物図版と同様である。

使用した地図は、建設省国土地理院発行の 5 万分の l 及び2 万 5 千分の l の地形図である。

遺構、遺物で使用したスクリーントーンの用例は下図に示したとおりである。

遺構一覧表中の規模の（）は残存値 （遺構の一部が調査区外等へ延び、る場合の測定値を含む）、く >

は推定値である。遺物観察表中の法量についても同じく残存値は（ ）、推定値はく ＞で表示した。

（遺構図版スクリーントーン用例〉

匝焼土

（遺物図版スクリーントーン用例）
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I .調査に至る経緯

平内E遺跡は、本町事業である平内工業団地整備に伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

当地は、昭和48年度に農村地域工業導入促進法に基づき農村地域工業導入実施計画を策定し、平内地区

（計画地区）を指定した。 昭和54年度に町勢発展計画、昭和61年度に総合発展計画、そして平成8 年度には

第二次総合発展計画に盛り込み実施の計画を進めてきた。平成 3 年から平成4年まで平内農工団地水量調査

（電気探査・ボーリング調査）を行い、平成 4年度に工業団地整備について町長決裁を得たことから用地交

渉を開始した。 平成 9 年度において用地の取得に目処が立ったことから 、 平内工業団地整備基本計画を策定

し、平成10年度において特別会計を設け工業団地造成に向け実施設計に着手した。

しかし平成10年 6 月に埋蔵文化財について指摘があり、埋蔵文化財の所在の有無について種市町長か ら

町教育長あてに照会がなされた。岩手県遺跡台帳によると当該地は文化財保護法による周知の埋蔵文化財包

蔵地ではないが、当町では遺跡分布調査を行っておらず多く の遺漏があると思われ、また当該計画区域は面

積が広大であり、工業団地基本図か ら見ると今まで知られていない遺跡が存在する可能性があるため、 同年

7 月に岩手県教育委員会事務局文化課により 、 試掘調査が必要であると指導を受けた。この造成予定地を便

宜的に国道45号線側から西へA・B ・ C·Dの 4 つの区に区切 り、岩手県教育委員会事務局文化課の指導の下、

同年1 1月 19 日～ 12月 1 5 日 にかけて試掘調査を行い、 当該地は全域埋蔵文化財包蔵地であることが確認され

た。これを受けて翌日年4 月に町企画開発課との協議で、造成工事は用地西側から開始したいとの要望でD

区から調査を開始することとなった。 同年 5 月にD 区の範囲確認調査を行い、 6 月 28 日よりD区の一部本調

査を開始した。調査面積は平成11年度が約l,700m'、平成1 2年度は約5,200m'、平成1 3年度は約9,000rrlで

ある。

II. 調査の概要

1 .野外調査について
本調査区は南北方向62m～152m、東西方向183m～ 19lmの範囲に及ぶ不整形である。これら全てを共

通の座標でカバーするために、平面直角座標X系にのせて区画を設定した。 区画原点は第X系X =

47520 .000m、 Y =72400.000mである。この原点から東方及び北方へ一辺20mの大区画を設定し、 この

一辺をそれぞれ 5 等分して4m毎の小区画とした。区画名は大区画に対しては東方へ算用数字、北方向へ大

文字アルファベットを順に与えた。本調査区は遺物量が少なく、遺構密度も薄い こ とから大グリットを基本

としたが、 一部遺物を多く 包含する場所があり、その範囲は一辺をそれぞれ 5等分して 4m毎の小区画とし

た。 小グリ ッ トに対しては北方向に小文字アルファベッ ト を a ～ e まで、東方向に算用数字を 1 ～ 5 まで）｜｜買

に与えるという方法である。これらの組み合わせにより、大グリッ ト名はA l 、 B2 、 C3 ・・・、小グリ ッ

ト名は大グ リ ッ ト名を冠してG11 a 1 、 G l 2 b 2 ・・・のように表した。

なお、 グリ ッ ト設定のために設置した基準点の成果値は以下の通りである。

基準点 l (F 7 グ リ ッ ト） X =4 7636.000 

基準点 2 (F 5 グ リ ッ ト） X =4 7636.000 

（補点 1 F5 グリ ッ ト） X =4 7636.000 

（補点 2 F 7 グリッ ト） X =4 7628.000 

Y =72496.000 

Yニ72456.000

Y=72516.000 

Y = 72496.000 
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平成12年度以降の調査では上記の基準点を元に業者に委託し設置した。

本調査地は、埋没谷を挟みE陵地形で北方向に緩やかに、谷部はやや急に傾斜し、標高差はlOm以上あ

る。丘陵上の表土は比較的薄く、埋没谷底部は丘陵上から流れ込んだと思われる黒色土が厚く堆積している。

遺物量が希少であることから重機を使用して表土を取り除き遺構検出作業を行った。斜面地形で堆積状況が

違うため遺構の検出面も場所によって異なり、土層対比図の第IV層～VI層で行った。遺物を含む範囲は人力

により手掘りで表土を除去し遺構検出作業を行った。

遺構の精査については、遺構の規模によって 2 分法、 4分法で行い土層の堆積状況を確認した後完掘した。

確認面から遺構の底面までの覆土は移植ベラでの掘削作業とした。遺構の名称、は野外調査で検出順に仮称番

号を設定し、室内整理作業において新たに番号を付け登録した。遺構の平面実測は lm× l mのメ ッシュに

区切り簡易遣り方で行い、縮尺の基準は 1 /20 とした。

野外調査での写真撮影は遺構、遺物の検出状況や出土状況に応じて適宜行う こ ととし、 6 × 7 判カメラ 1

台（モノ ク ローム）、 35mmカメラ 2 台（モノクローム・カラーリバーサル） を使用した。空中写真撮影

(4 × 5in ：モノクロ、 6 × 6cmカラー）は調査の終盤段階で委託業務として行った。

なお、各年度とも調査終了後に埋蔵文化財に対する啓蒙活動の一環として、町内住民を対象として調査成

果を公開する現地説明会を開催した。

-f 2. 室内整理作業について
室内整理作業は、 各年度の冬季期間と平成14年度に行い、 平成15年度に報告書作成作業を行った。遺物

については水洗後注記作業を行い、各グリッ ト、 遺構毎の仕分け、 接合、復元の順に進めた。土器類は報告

書掲載用のものを選別後、登録作業、実測、択影図作成、トレース、写真撮影を行った。石器類は器種毎に

登録し、実測、 トレース、写真撮影を行い、鉄製品についても実測、拓影図作成、 トレース、写真撮影を行

い遺物図版、遺物写真図版を作成した。

野外調査で作成した図面は、 原図の標高等の確認、断面図の点検をし必要に応じて第 2原図を作成した。

その後 トレース作業を行い遺構図版を作成した。そして遺構・遺物図版、遺構 ・ 遺物写真図版の図版組を行

った。

また、これらの作業と併行して出土遺物の計測、石器の石材鑑定、自然科学分析等を行い原稿を執筆した。
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III. 平内 E遺跡の地学的環境

八戸市文化財審議員松山力

1 .位置と地形
平内 E遺跡は北東方の太平洋岸から約 1 km、北西方の青森県境から l.5km余の緩やかに起伏する丘陵上に

ある。今回発掘調査された区域は、北緯40° 25 ’ 31" 東経141ｰ 41' 20＂地点の北側斜面を主とする区

域である。

遺跡を含む地域は、北上山地北端の種市岳（岩手県側の呼名）＝階上岳（青森県側の呼名）の北側から東

側を取り巻いて南方に続く丘陵地域の東側にあり、幾段もの段丘群で構成される。

丘陵を構成する段丘群は、青森県側では、八戸湾に注ぐ馬淵川下流地域から階上岳北方地域にかけ、 上位

から蒼前平段丘、白銀平段丘、高館段丘、 湊段丘、根城段丘、 田面木段丘 (1956 . 1961. 1966. 1972) 

などに大別されている。 一方、種市町を含む岩手県北部海岸地域では、九戸段E、自前段丘、種市段丘、 玉

川段丘 (19 56. 1969. 1983. 2001 ）に大別されている。第 1 表は以上に述べた従来の段丘区分に従った

対比表である。

馬淵 川下流域 種市岳北 側地 域 岩手県北部太平洋側地域

蒼前平段丘 （ 1 80～260) 蒼前平段丘（90～160) 九戸段丘（1 20～260)

天狗岱段丘（60～） 白銀平段丘（60～100) 自前段丘（60～100)

高館段丘 (30 ~ 50) 

湊段丘 (20~ 55) 種市段丘 （ 1 5～40)

根城段丘 (20 ~ 30) 

田面木段丘（河岸段丘）

玉川段E

尻内段丘 （河岸段丘）

第 1 表 段丘区分対照表 （数値は海岸近接地での面高度＝標高、 単位はm)

九戸段丘は、九戸火山灰層を載せる高度l20m以上の段丘で、種市町を含む周辺地域では種市岳 ・ 久慈平

岳の周囲に広く分布する。段丘を刻む谷と谷とが近接している地域では、 開析されて平坦面を失い、 尾根状

の稜線部から両側の谷底に向けた急斜面が大部分を占めるが、谷の聞が開く地域では側方に急斜面をもっ、

緩やかに起伏する平頂丘陵地となっている。

白前段丘は、天狗岱火山灰層以上を載せる馬淵川｜下流域の天狗岱段丘にあたる高度60m以上の段丘であ

る。八戸西方の天狗岱段丘では平坦面がよく残されているが、 種市岳北側の青森県階上町から種市町周辺に

かけては、比較的広い平坦地や緩やかに起伏する丘陵地となっているところが多い。

種市段丘は、研究者によって高度や定義が多様である。田山利三郎 (1956による）は高度1 0～20m程度
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の平坦面を高位沖積段丘としている。 その後の諸研究は、 いずれも低位の洪積段丘とし、 種市火山灰層ない

し相当火山灰層以上を載せる段丘と定義し、 記述された海岸近接地域の高度をまとめれば1 5～40mの範囲

内に納まっている。

玉川段丘は、 八戸火山灰層 ・南部浮石層を載せる段丘とされ、小 ・中河川の谷壁にみられる低位の河岸段

丘も含まれる。

500 

地形区分図凡例

I I I I I I I I I 判

第2図遺跡周辺の地形区分図
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第 2 図は遺跡周辺、東西 5km、南北3.5kmの範囲の地形区分図である。区分するにあたって、従来の段

丘区分にいくつかの問題点が認められたので、次のことを考慮した。

従来、種市段丘面の海岸部での面高度 （海抜・・ ・以下同様）は、第 l 表のように 15～40 （または35) m 

とされてきたが、今回の調査では種市段丘とされている部分内の高度2 0～25m付近に、 一部急崖となる傾

斜遷移面が存在している。また、種市段丘の上位の段丘は高度60m以上の自前段丘とされてきたが、高度

40～60mの聞にもう一つの段丘面が認められた。さらに最近の報告では、 I ～Nの 4段の河岸段丘が区別

されているが、河岸段丘とするよりも海水準変化に直接的に連動して形成された海岸段丘として捉えたい地

形面が多い。今後、段丘堆積物などの地質調査と周辺地域の地形調査をしなければ結論を得られないが、本

報告では、地形面が一連の部分は高度値の多少の違いにはこだわらずに同一面と して扱い、第 2 表のように、

大谷地段丘（仮称）、種市段丘、川尻段丘 （仮称）の 3段に分けた。それぞれの段丘面高度は、 10～20m、

25～50m、 40～60m （一部は70m）である。

従来の区分 玉川段丘 種市段丘 自前段丘 九戸段E

筆者試案 大谷地段丘 種市段丘 川尻段E 自前段丘 九戸段E

高度（m土） 10~ 20 25 ~ 50 40 ~ 70 60 ~ 100 120~ 260 

第 2表遺跡周辺の段丘（面）区分

第2 図は、以上に述べた こ とを基に作成した地形区分図である。

発掘調査された主要部分は、 南か ら北北東へ傾斜する緩斜面上にある。 面区分上は、東西の小谷に挟まれ

て扇状に聞くような白前段丘から川尻段丘への、やや傾斜の大きい遷移面を途中におき、西側は種市段丘の

せり上がり部分にまたがっている。 地形区分図には表現されていないが、遺跡内で東西に隣接する川尻段丘

と種市段丘の聞には、 南の自前段丘末端部から北北東に向かう小谷があり、この小谷底には八戸火山灰の水

中堆積が認められた（第 3 図の④地点、 3. 遺跡の土層序の項参照） 。

2. 周辺の地質と近域の岩石分布
鎌田らの地質図 (1991）によれば、基礎の地質は種市町のほぼ全域にわたって、現 J R八戸線の東側を

除いて花関閃緑岩で占められている。 花闘閃緑岩体は、種市岳や久慈平岳の中腹か ら 山頂にかけては新鮮な

岩肌を見せるが、 多くの場所では風化が著しく、比較的厚いマサとなっている。

現 J R八戸線と海岸線の聞は、青森県境に接する角浜から渋谷川河口付近までがデイサイト～流紋岩質溶

岩および火山砕屑岩で占められ、 それよ り 有家川河口付近までは、ほぽ白亜紀の種市層で占められている。

種市層は、 おもに際岩・凝灰岩を伴う砂岩である。

基礎岩の上には、 第四紀の機層 ・砂磯層 ・砂層 ・ 泥層などの段丘堆積物が載り 、 段丘堆積物は褐色火山灰

類（いわゆるローム）とその上の黒色土類 （腐植土・ ・ ・いわゆるク ロボク） で覆われている。

褐色火山灰類は、九戸火山灰層、種市火山灰層、八戸火山灰層の 3 層に区分されている。九戸火山灰層は
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それぞれ特徴のある数枚の粘土化した軽石層を挟む、よく締まった暗褐色火山灰層で、種市町での厚さが 2

～ 3m、噴出源は不明とされているが、南方と西方に厚くな り、挟まれる軽石層の数も増すことから、おそ

らく岩手山・八幡平火山群がおもな噴出源と推定される。 浸食により削剥されているところが多いので、露

頭に乏しく詳細は不明であるが、九戸段丘を覆う火山灰層である。

種市火山灰層は種市段丘と、よ り古い高位の段丘を覆う褐色粘土質火山灰層（いわゆるローム）である。

種市町での厚さは 2 ～ 4mで、それぞれに特徴に富む数枚の粘土化軽石層を挟んでいる。 この火山灰層は北

方と西方に厚さを増すことや、挟在する軽石層、その他の特徴から、八戸付近の高館火山灰層に連続する火

山灰層である。 そのほとんどは十和田火山に由来する ものであるが、高館火山灰層最下部に挟まれる粘土状

の白色火山灰（白タ フ）の噴出源は北海道の洞爺カルデラで、 8 ～ 1 0万年前の降下と考えられている。 十

和田火山東麓地域では、高館火山灰層の中位以上に、軽石流凝灰岩～火山灰流凝灰岩相をもっ数枚の火砕流

堆積物が挟まれ、そのうち最上部の軽石流は大不動浮石流凝灰岩（25000～30 000余年前、 最近は大不動

火砕流、大不動軽石流などともいう）と呼ばれ、岩手県内では二戸市～一戸町に分布し、 筆者らは東方の軽

米町高家付近で確認している。 種市町域での確認の例はないが、 今後の調査で旧石器時代後期の遺跡とも関

連して、 見い出される可能性がある。遺跡で確認された種市火山灰層上部は、 これと前後して形成されたも

のと考えてよい。

八戸火山灰層は、 十和田湖東方地域では風化の進んでいない降下相の灰白色火山灰層、その上の火砕流堆

積物（軽石流～火山灰流凝灰岩） の 2相で構成され、火砕流の上部、あるいは火砕流を欠く ところでは互層

部の上部が、 明黄褐色～明黄櫨色風化火山灰層に遷移する。降下相の八戸火山灰層は、 実際には火山灰層と

軽石層との互層で、標式地の八戸市周辺から五戸町周辺にかけては 6 層に分け られ、大池・七崎 ・松山

(1970、以下大池らという）は、下か ら上に、 I ～VIの記番号を与えている。 I ｷillｷ V層が火山灰層、

II·IV·VI層が軽石層にあたる。 標式地の八戸周辺ではふつう 、 I 層が40～50cmでもっ とも厚く 、 IV·V

層が25～35cm、 VI層は20～30cm、 E層は数～1 Ocmで、 E 層は数cm.I;(内ともっと も薄い。 I 層は種市

町中心部付近までは同様の厚さを保つが、 各層と も南北に薄く な り 、 分布の周辺域では区別がつきがたくな

る。 種市町周辺では II ｷ ill層は尖滅し、 代わりに I 層中部に数cm以内の軽石層が明瞭に認められる。 IV層

は軽石列程度となり、 V·VI層が数～lOcm程度となっている。

上部の火砕流は八戸浮石流凝灰岩（最近は八戸火砕流、 八戸軽石流などと もいう）と呼ばれ、 十和田湖周

縁部では、よ り古い火砕流とともに周辺の火山体の中腹までをも埋め立てて迷ヶ平などのほぼ平坦な高原を

形成しているが、東麓部では削剥し残された部分が火砕流段丘 （シラス段丘）とな り、 二戸市から野辺地町

にかけての国道4号線に沿う地域周辺から東方では、河川の谷壁にへばりつく状態で残されているにすぎな

い。八戸浮石流凝灰岩 （東方では火山灰相に漸移）の分布の東限は、 筆者が現在までに確認できたかぎりで

は、八戸付近では八戸市白銀町、県境部では青森県南郷村畑内遺跡および軽米町高家付近で、 種市町では確

認していない。

降下相の八戸火山灰層 ・八戸浮石流凝灰岩の絶対年代は、 最近までの多数のI℃年代測定例から 12 000～

13000年前と思われる（第 3 表参照） 。

岩手県北から青森県東南部にかけて分布する八戸火山灰層の上に載る黒色土類（地表直下） の下部や、聞

に挟まれる降下火山砕屑物層は、下位から上に、 二ノ倉火山灰層、 南部浮石層 （現在は文部省の学術用語集

で軽石のみが用いられているので、以下南部軽石層という）、中撤浮石層 （以下中撤軽石層という） 、 十和田

b降下火山灰層、十和田a降下火山灰層、 苫小牧火山灰層に分けられている。苫小牧火山灰層を除けば、す
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べて十和田湖（以下、場合によって、カルデラ壁を含めて十和田火山あるいは十和田カルデラという） が噴

出源である。そのうち、 平内 E遺跡で確認できたものは南部軽石層、中撤軽石層で、 二ノ倉火山灰層起源の

火山灰（風塵）を含むと思われる土層（④地点）も現認できた。

二ノ倉火山灰層は、新期十和田火山火山活動ry （およそ 1 2000～8500年前の期間内）に関連して噴出を続

けた火山砕屑物の降下によって形成された。十和田湖の東方約30km以内で、はスコリア（暗色の軽石様多孔

質噴出物）、ラピリ（角張った火山蝶）、黒色～褐色火山灰（砂）などの地層をつくるが、遠隔地では赤味が

かった風成の粘土質褐色火山灰層（いわゆるローム層）と して断片的に分布するにすぎない。赤味がかった

火山灰層と埋蔵遺物との関係例としては、八戸市鴨平（ 2 ）遺跡 (1982）の撞褐色火山灰層（二ノ倉）か

らは爪型文土器が、八戸市櫛引遺跡（1999）では二ノ倉火山灰介在土層直下の土層から縄文時代草創期の

土器（多縄文等）が出土している。

南部軽石層は、新期十和田火山の破壊的爆発によって噴出した未勝結の軽石密集層で、 十和田湖を起点に

東方に長軸をもった長楕円状の地域に分布し、太平洋岸にまで達している。十和田湖直近地域では軽石の粒

度はlO~ 20cm （最大30cm以上）と粗く、厚さも lOm前後（最大30m以上）と厚いが、 東方にしだいにそ

の厚さと粒度を減じ、 県境に近い青森県の名久井岳周辺で厚さがlm程度、 粒度数cm （最大10cm）程度と

なり 、 種市町周辺地域では、粒度数mm～ l cm程度の軽石の集まる厚さ 1 0cm前後の地層となっている。

成層した南部軽石層分布域の外側周縁地域では、黒色土の中に、 一般に分布域に近いところほど密にその軽

石粒が混入している。軽石層内の試料による 14c絶対年代測定例は、筆者の知るかぎり、十和田湖南東岸に

接するカルデラ壁で採取した樹幹から得られた8600 士 250年 B. p （第 3 表参照）の例だけである。 この

膨大な軽石を噴出した爆発によって、新期火山体の頂部が破壊され、中腹以下が中山 ・御倉半島となり 、 2 

つの半島に固まれた深さ 300m余の中湖が誕生した。 十和田湖が二重カルデラと言われる由縁である。

中撤軽石層は、十和田湖中湖と御倉半島先端部との間で起こった激しい爆発によって放出された軽石密集

層で、十和田湖を起点に東方地域に広く 分布するが、南部軽石層と違って南北方向への広がりも大きい。 十

和田湖東半のカルデラ壁では、 軽石の粒度は数～20cmで、厚さも 5 ～lOmと大きいが、 南部軽石層同様、

周辺にしだいにその厚さと粒度を減じ、 青森県十和田市～五戸町域では厚さ 50～20cm、粒度は砂粒大～数

mmとなり、八戸市～二戸市以東は厚さが20～ 1Ocm程度に減少し、砂粒大 （火山灰）となる。山麓地域で

アワズナと呼ばれる由縁である。分布域の外側では、一般的には黒色土層中に砂粒大の軽石塊と して断続な

いし点在するようになり、さらに外周域では黒色土との混合層に選移してゆく 。 降下年代は当初、五戸町国

道4号線バイパス上の遺跡調査時の所見と、上下の土層の多数の絶対年代測定例（第 3 表参照）とから、縄

文時代中期とされたが、各地での発掘調査が進むにつれて縄文時代前期へとさかのぼり、現在ではおよそ

5500年前とされるようになった (1993、 1997） 。土器型式との関係では、 岩手県境に隣接する青森県畑内

遺跡では中撮軽石層（遠隔地では、粒度上は火山灰）の直上に無数の円筒下層 a式土器群が、 十和田市寺上

遺跡（未公表）や十和田湖町中里（ 2 ） 遺跡（2000）では直下に円筒下層式土器出現直前の型式土器を含

む土器群が出土している。

十和田 b降下火山灰層は、十和田湖東方地域に分布し、 十和田湖直近地域では堅い灰白色軽石粒の密集す

る軽石層と、 その上の暗色 （暗青灰色～暗褐色）火山灰層 （火山砂）か ら構成されている。 火山灰部は、十

和田湖直近地域では、 厚さ 1 Ocm前後のよく締まった硬い地層であるが、 20～30km以東では火山灰部は腐

植土に紛れて認めがたくなる。軽石の成層部も途絶えがちになって、 軽石粒は腐植土層中に散らばってしま

うが、およそ50km離れた青森県南郷村で成層した状態（厚さ 1 ～ 5 cm）の本層が確認された例 (198 1 )
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がある。降下時期はほぼ2000年前で、すべての縄文時代晩期遺構・遺物の包含層を覆い、最近は遺物との

関係から弥生時代前期の降下と考えられている。

十和田 a降下火山灰層は、十和田湖周辺地域をはじめ、岩手県北～青森県を中心に、東北北部の広い範囲

に分布する。十和田湖の南側直近地域では、軽石層とその上の火山灰層・火砕流堆積物で構成されているが、

降下軽石部と火砕流堆積物（米代川沿いの土石流＝シラス洪水堆積物を除く）の分布は比較的狭く、降下火

山灰の広がりが大きい。数十km以上離れた地域では、流れ込みを別とすれば厚さ数cm前後の灰白色～淡褐

色を帯びた砂混じりシル ト状火山灰層と して、遺構の覆土や小規模な埋没凹地に、 レンズ状に残されている

ことが多い。降下時期は915年（1984）とされている。

苫小牧火山灰層は、東北地方と北海道に広く分布する。 流れ込みを別とすれば厚さ数cm前後の灰白色～

淡褐色を帯びたシルト～粘土状火山灰層で、遺構の覆士や小規模な埋没凹地に、 レンズ状に残され、朝鮮半

島基部の白頭山＝ペクト山に由来する火山灰 (198 1）である。

以上のほか、南部軽石層と中撮軽石層の聞に、分布は狭いながら十和田湖の南東方に長楕円状に延びる軽

石層（椛山浮石層、 1996 ・松山ら）がある。十和田湖南東の迷ヶ平周辺で厚さ50cm程度の崩れやすい灰白

色の軽石層であるが、南東方に尖滅し、 浄法寺町中心部付近で土層中に、中擁軽石に似た粒径 l cm以内の

黄色軽石粒として散らばる程度となる。

第 3表は、石器時代末期頃から縄文時代を経て現在にいたるまでの火山灰層や軽石層あるいは火砕流堆積

物の噴出・降下の年代（含．八戸火山灰層）をまとめたものである。おもに遺跡や地質に関連して測定され

た＇4c年代測定値を基に、大池・中Jil (1979）がまとめた原図に、その後の知見によって筆者が修正 ・加筆

を加えたものである。原図作成者や筆者が関わった遺跡のほとんどが青森県内のため、引用が青森県内に偏

っていることを了承されたい。

遺跡から出土する石器類の石材の多くは、周辺地域の谷底への崩落岩塊・磯や、段丘磯あるいは海岸の崩

落岩塊や海浜の磯と考えられるので、周辺域の岩石分布に触れておく。

前述のように、種市町の基盤は大部分が花闘閃緑岩などの深成岩で占められ、 その広がりは、隣接する久

慈市北部、大野村の東半部、県境を越えた階上町にまで及んでいる。大部分はその表層部が風化してマサに

なっているが、新鮮な露頭は種市岳や久慈平岳山体、あるいは河谷壁などの急斜面部などに見られ、また河

谷底や海岸などの磯として大量に存在する。深成岩体の周囲には広く緑色塩基性凝灰岩・砂岩・頁岩・粘板

岩・チャートなどの堆積岩類や、輝緑岩 ・安山岩・デイサイト （いわゆる石英安山岩など） ・ 流紋岩・玄武

岩などの火成岩類、千枚岩 ・ 変成度の低い片岩 ・ホルンフェルスなどの変成岩類が、河谷壁や河谷底、ある

いは海岸に舵立する岩壁などに直接露出しているほか、河谷底や海岸の岸壁下に巨磯や大磯として堆積して

いる。遺跡から出土している磯石器を含む石器類の材質のほとんどは、石鍛・ 石錐 ・石匙・ 石箆などの剥片

石器類や石斧を除けば、数十km内に産する岩石である。なお、 分布の広い石灰岩を材質とする石器類は他

遺跡に例はあるが、分布に比べれば出土数ははるかに少ない。

剥片石器類などに用いられる、いわゆる珪質頁岩とされる原石（珪化度の高い岩石や団塊）の産地は、そ

のほとんどが脊梁山脈や日本海側地域と思われる（しばしばサガリテスなどの化石が含まれている）。石斧

の原石のうち、 撤密な緑色凝灰岩（青森県内では、緑色細粒凝灰岩としている。厳密には凝灰岩起源の熱変

成岩）の多くは、 脊梁山脈や日本海側地域のいわゆるグリーンタフで、一部は太平洋側の織密な緑色塩基性

凝灰岩である。石斧には、 そのほかにも遠来のものがかなり多い。
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遺跡、など14c年代（年BP.) 灰山火年編

1280ｱ90 （平山 ・ 市川， 1 956)
A. D. 9 1 5 （町田 ・新井・森脇， 1984)
胡桃舘遺跡・ ・・平安時代中～末期
堀野遺跡・・・A D. 8 1 0 （草間， 1965) 
1180ｱ80 （大池・ 庄子， 1974)

毛馬内浮石流／十和田a

（年B. P.) 

1000 

＜二 2 2 0 0 士 1 0 0 伏池・ 庄子， 19間
新郷村咽畑遺跡ー晩期土器 （全形式）

く十和田b降下火山灰主
弥生
時代

2000 

晩
期

京電

くこ五戸町西張遺跡十腹内 I 式
大湯ストーンサークルーー 3 6 8 0 土 1 3 0 

. 後

期

3000 

（渡辺， 1956)

三
内
丸
山
遺
跡

出
目

4000 

＜二 3 9 2 0 （松井ほか， 1969)
泉山遺跡E層・・・ 4440±140 （青森県教委， 1976) 
十和田市明戸遺跡（上層 a下層d 十和田市教委， 1983)
畑内遺跡（下層a 青森県教委， 1995)
畑内遺跡・・・ 5600± （青森県教委， 1997) 

. 期

r-4 2 0 0 土 1 0 0 （十和田湿原研究グループ， 1 969)
く－ 6 500± 1 70 （松井ほか， 1969)
Lー十和田市寺上遺跡・· 5 6 0 0 土 7 0 （十和田市教委， M S) 

類家自然貝層・ · 5280±1 00 （大池・松山， 1972)

~ t字

前

回
収t
 

文5000 

6000 

十三戸町館遺跡. 早

時
7000 

十
8000 

8600ｱ250 （大池・高橋， 1970)
三戸町寺ノ沢遺跡－回戸下層式至よI手音Eく古

r一三戸町赤坂遺跡
く一一八戸市鴨平遺跡ー爪型文土器（青森県教委，
L一八戸市櫛引遺跡・・・多縄文土器（青森県教委，

- 灰山
山
火

火
期
新

倉
田
和

ノ
十

期

代

9000 

1982) 
1997) 

10000 

階上町煽幅遺跡・無文土器. 
｜日先

11000 
石

器
縄

てて五戸町ホド沢・ 1 2700 ±2 60 （大池， 1964)
畑内遺跡.. . 13470ｱ200 （青森県教委， 1993)

てご埋没林一 1377 0 ±510 （大池 ・ 庄子， 1 977)
長者久保遺跡（野辺地町ー旧石器時代末葉石器等出土）

雪之灰山火く示戸

時

イ吃

晩

文12000 

13000 

,,---23140 土 1 0 2 0 （大池， 1 978)
ぐ－ 25560± 1 340 （大池， 1 978)
"---3 1 900 ＜（佐藤， 1 969）、 33 000 < （同， 1969)

元〉く元 動浮不

大池 ・ 中JI[ (1 979）原図を改訂（～2000、 再改訂2002. 松山）

十和田火山の更新世末～完新世火山灰編年第 3 表
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3. 遺跡の士層序
発掘調査によって確認された土層を、基底の種市火山灰層まで 8 層に分けた。そのうち、 I 層から VI層ま

でが黒色土など腐食土層（一括して黒色土層類とする）で、刊層が八戸火山灰層とその再堆積層、 VIIl層が種

市火山灰層（高館火山灰層）である。

土色の記載は、農水省農林水産技術会議事務局監修の「新版 標準土色帖」 に添えられた（財）日本色彩

研究所監修の色票と対比して近似のものを選んだもので、 「～」は個別の色の変化範囲を示している。 厚さ

は 6 地点での土層を対比して一括した変化の範囲を 「～」 で記載した。第 3 図は、 ①地点を除く 5 地点の土

層の柱状図を対比したものである。

②地点 ③地点 ④地点 ⑤地点 ⑥地点
O(m) 

十
-f 

VIII 

2 

注. a～gはVila～Vllgまで、を示す

土層対比と図凡例
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I 層は地表直下の表土である。草本類の根毛の多い、厚さ lO～26cmの黒色（lOYRl.7/1～2/ 1）～黒褐

色 (lOYR3/l）士層で、粘性に乏しく砂（ほとんど細粒軽石粒＝火山灰）混じり ながらやや締まっている。

ところにより粒径が数mm以内の堅い灰白色～浅黄撞色～黄櫨色 (lOYR8/ l ～8/6）軽石粒が散らばって

いる。乙の軽石粒は、十和田 b火山灰に由来するものである。

E 層は、 厚さ 2 ～56cmの黒色 (lOYRl.7/ 1～2/ 1 ）～黒褐色 (lOYR2/2 ） 土層で、粘性に乏しく砂まじ

りながらやや締まっている。多くの場所で、太陽光を反射して輝く微細な白色鉱物粒（おそらく火山灰起源

の鉱物粒）が目立ち、ほぽ全域で十和田 b 降下火山灰起源の、砂粒大から粒径 2 ～ 4mmの堅い灰白色

(lOYR8/2）～浅黄櫨色 (lOYR8/3～8/4）軽石粒が散らばり、ところによ り起源不明の褐色 (lOYR4/4)

～にぶい黄褐色 (lOYR5/4）～黄褐色 (lOYR5/6）軽石粒が点在する。 小谷を埋めるように土層が堆積し

ている①地点では、側方の八戸火山灰層から崩落した、厚さ 1 ～2.5cm ×長さ 0 . 5～ 2.5cmの明黄褐色

(lOYR7 /6）～浅黄樟色（10YR8/4）～黄櫨色（10YR8/6）火山灰塊が土層中に断続していた。

E層は、厚さ20～38cmの黒色 (lOYRl.7/ 1～2/1）～黒褐色 (lOYR2/2～3/ 1 ～3/2）土層で、多量の

粗砂～細機大（粒径 2 ～ 4mm）の軽石粒が下半部に特に多量に混入し、混入率の大きいところは粘性に乏

しく、比較的小さいところはやや粘性に富む。この軽石粒は中擁軽石に由来するもので、 ①地点では、 周囲

が黒褐色 (lOYR2/2～3/2）で中心部が黄櫨色（10YR8/6）を帯びた、径1.5 × 3～ 14× 25cmの軽石砂塊

となって断続していた。④地点でも、腐植土混じりながら砂粒大の軽石が密集した黒褐色 (lOYR2/2～

3 / 2）土塊が認められた。そのほか、ところによりまばらに、ところによ り 多量に、粒径が砂粒大から

lOmm程度（最大16～20mm）のにぶい黄褐色 (1 OYR5/4）～にぶい黄櫨色 (lOYR6/4）～黄櫨色

(lOYR8/6～8/8、 7 .5YR8/8）～燈色（7.5YR6/8）軽石粒が混入している。なお①地点では、同地点の

E層同様に断続する崩落火山灰塊が散在している。

W層は、⑥地点を除いて、厚さ4～40cmの黒色 (lOYR2/ l）～黒褐色 (lOYR2/2～2/3）土層で、軽石

層起源の砂粒大の火山灰を多量に含んで砂質であるが、 粘性に富み、よく締まった粘土質土層となっている

ところが多い。多くの場所で、砂粒大から粒径 2 ～ 4mmの黄櫨色 (lOYR8/6）～明黄褐色 (lOYR7/6) 

軽石粒や、にぶい黄褐色 (lOYR5/3）軽石粒が散らばる。 ①地点同様に、小谷の凹地を崩れ込んだ土層が

埋める③地点では、南部軽石層に由来すると見られる砂粒大から粒径 2 ～ 18mmのにぶい黄櫨色

(lOYR7 /4）～浅黄櫨色 (lOYR8/4）～明黄褐色 (lOYR7/6）軽石粒が、ところによりやや多量に、とこ

ろにより密に混入し、砂粒大の灰白色～浅黄櫨色 (lOYR8/ 2～8/4）～明黄褐色 (1OYR 7 / 6）～樫色

(7.5YR7 /6）軽石粒も目立っている。

小高い平頂部を占める⑥地点では、 N層から下位のVI層までが津然一体となった土層が下位の八戸火山灰

層を切るように載っている。厚さ 14～28cmの暗褐色 (lOYR3/3）が主で、明黄褐色 (lOYR6/6）～黄撞

色 (lOYR7/8）火山灰塊が断続する。 暗褐色土層には、ところによりまばらに、ところによ り密に、砂粒

大から粒径 2 ～25mmの浅黄撞色 (lOYR8/4）～黄櫨色 (lOYR8/6～7.5YR8/8）軽石粒が混入している。

断続する火山灰塊は径 3 × 6 ～ 1 8 × 23cmで、黒色土の混じらない火山灰塊や黒色土が混じ り込んだ土塊、

あるいは軽石密集部と互層するものなどがあり、軽石 ・ 火山灰は八戸火山灰層に由来するものと思われる。

V層は、後記する③地点と前述の⑥地点を除き、厚さ 6 ～58cmの黒褐色（10YR2/2～3/ 1 ～3/2）～暗

褐色 (lOYR3/3 ） 土層で、 軽石層起源の砂粒大火山灰を含んでやや砂質であるが、粘性に富みよく締まっ

た粘土質の土層である。 V層には多くの場所で、厚さ数cm、長さ数cm～20cmあるいはそれ以上の、崩れ

やすい南部軽石層～軽石塊ないしはその黒色土混入塊が断続している。軽石層～軽石塊～混入塊は、砂粒大
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から粒径 2 ～ lOmm程度の浅黄櫨色 (1 OYR8 / 3 ～ 8 /4）～にぶい黄櫨色 (1 OYR6/ 4）～黄燈色

(1 OYR8/6～ 8/8～ 7 . 5YR7/8）～明黄褐色 (lOYR7 / 6 ～ 6/6）軽石粒が密集したもので、桂色

(7.5YR6/8）～黄色（5YR6/8）軽石粒を含むことがある。 南部軽石層～軽石塊～軽石混入土塊を含まな

い土層中にも、南部軽石層に由来する砂粒大から粒径 2 ～ 6mmのにぶい黄櫨色（10YR6/4） ～明黄褐色

(lOYR6/6）～黄櫨色（10YR8/6～8/8～7/6）軽石粒が、ところによりまばらに、ところにより多量に混

入している。 一部に八戸火山灰起源と思われる締まって硬い径数cmの明黄褐色 (lOYR7/6～6/8）～黄櫨

色（10YR7/8）軽石密集塊を含むところがある。

③地点では、小谷の凹部を埋めるように覆う IV層と、上部が削剥されて谷状の溝になっている八戸火山灰

層（VII層）との聞に、小谷の側壁を底に向かつて斜めに這い降り、あるいは崩れ落ちたとみられる土層 ・土

塊の混合層（下部）と、その上の凹部に東から斜めに下る士層（上部）があ り、これを一括して他地点の

V·VI層に対比した。 上部は厚さ O ～40cmのやや締まった粘性に富む黒褐色 (lOYR3/2）土層で、 粒径

2 ~ l 5mm （最大20mm）の黄褐色 (lOYR5/6）～明黄褐色（10YR6/6）～明褐色（7.5YR5/6） 軽石粒

が密集 (1.5 × 2 ～ 7 × 9 cm）塊となったり、ところによ り まばらに、ところにより 多量に混入している。

これらは南部軽石層相当の軽石粒である。下部の東から下る土層は厚さ O ～27cmの暗褐色 (lOYR3/3)

土層で、砂粒大から粒径 2 ～1Omm （最大20mm）の黄櫨色 (lOYR8/6）～にぶい黄櫨色 （ 1 0YR6/4)

軽石粒がやや多量に混入し、一部に南部軽石層相当の黄撞色 (lOYR8/6～7/8）軽石粒の密集塊 （径 9 ～

15cm）が認められた。 これらの軽石粒も南部軽石層に由来する。西側の下部は緩やかに谷壁を下る土層 と、

その先端部と凹部の底に挟まれた 2 つの土塊である 。 谷壁を下る土層は、上部 8cm以内が暗褐色

(1 OYR3/3）土に漸移する厚さ 24～44cmの褐色 (lOYR4/4）土層で、 粒径 2 ～ 18mmの浅黄櫨色

(lOYR8/3～8/4）～明黄褐色 (lOYR7/6）～黄櫨色（7.5YR8/8）軽石粒が、ところによりややまばらに、

ところにより多量に混入している。これらの軽石粒は八戸火山灰層の軽石部に由来するものと思われるが、

確認できなかった。下部の土塊のうち、凹部の底に接する土塊は、断面が底辺28cm、高さ 32cmの直角三

角形の暗褐色 (lOYR3/3）土塊で、粘性に富みよく締まっていて粒径 2 ～ 6mmの浅黄撞色 (lOYR8/4)

～にぶい黄燈色（10YR7/4）軽石粒が多量に混入し、 底部に最大層厚 5cmのレンズ状軽石密集塊がある。

この土塊と谷壁を下る土層に挟まれた土塊は、断面が横8 ～10cm、縦12～22cmの台形型の軽石密集塊で、

砂粒大から粒径 2 ～ 5mmの黄撞色（7.5YR8/8）～樟色（7.5YR6/8）軽石粒が密集し、部分的に黒褐色

(lOYR2/2） ～暗褐色 (lOYR3/3）土が隙聞を埋めていて、もろく崩れやすい。

VI層は、 厚さ 10～40cmで粘性に富みよく締まった土層である。土色は、 一般的には黒褐色（10YR2/3)

～暗褐色 (lOYR3/3）であるが、下位層の状態や厚さ、周囲の微地形や微環境などによって異なると ころ

がある。黒色土層の薄い平頂部の①地点では褐灰色（10YR5/ l ～4/ 1）を帯びるが、二ノ倉火山灰層から

の風塵が局部的に吹き溜まり状に堆積して腐植土と混合したと思われる④地点では、上から下へよ り赤味が

かつて黒褐色 （7.5YR3/2）から黒褐色（5YR2/2）へと変化する。 VI層中には砂粒大から粒径 2 ～ 8 mm

の浅黄櫨色（10YR8/3～8/4）～黄撞色 (lOYR8/6）明黄褐色 (lOYR7/6～6/6）軽石粒がところにより

塊状～帯状の密集部をつくり、あるいはまばらに、または多量に混入している。

VII層は、八戸火山灰層ないしはその直後の再堆積層を一括したものである。最上部は褐色系色の風化火山

灰層で、②地点、④地点、⑤地点に見られ、他地点では欠如していた。これを刊 a層とする。 その下は、火

山灰層と薄い軽石層との互層で、これを上か ら Vllb ～VII g 層の 6 層に分けた。軽石層には、横方向に火山灰

層と交互に断続するところがある。
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VII a 層は、厚さ 20～46cmで褐色 (lOYR4/4～4/6）、あるいはにぶい黄檀色 (1 OYR6/4） ～明褐色

(10YR6/6）～明黄褐色（Hue 2.5Y）粘土質風化火山灰層で、よく締まっている。 ところによ り下部数

cm程度内に、粒径 2 ～lOmmの灰白色 (10YR8/2）～黄櫨色 (10YR8/6）軽石粒がやや多量に混入して

いる。 または下半部が、粒径砂粒大～ 5mmの灰白色 (10YR8/l ～8/2）、 あるいは黄褐色 (10YR5/8)

軽石粒密集層となり下位の軽石層に漸移する。 VII a 層は、谷跡の①地点と③地点では欠如し、⑤地点ではこ

の部位までが確認できた。

Vllb 層は、 ③地点（③地点の刊 b ～VlI d 層は、第 3 図の柱状図では埋没谷の底部をとったため欠けている

が、側方の埋没谷斜面で刊e層の上に連続する）、 ④地点、 ⑥地点で確認されている。厚さが O ～24cmで、

砂粒大から粒径 2 ～12mmの明黄褐色 (lOYR6/8～7/6）～黄櫨色 (10YR7 / 8~ 8/6 ~ 7.5YR8 / 8~ 7 /8) 

軽石粒の密集層である。 浅黄櫨色 (10YR8/4）、灰オリーブ色（Hue 5Y5/2）軽石粒も散らばり 、 間隙を

暗色火山灰や砂粒大の灰色（Hue 5Y5/ l）火山岩片が充填している。ほとんど腰結していないので崩れや

すい。大池ら (1970）のVI層に相当する。

VII c 層は、 厚さ 4 ～18cmの黄褐色 (10YR5/8） 、 あるいはにぶい黄色（Hue 2.5Y6/3～6/4）火山灰層

でよく締まり硬い。砂粒大から粒径 2 ～ lOmmの黄褐色 (10YR5/8）、 あるいは灰白色 (1 0YR8/2）～黄

櫨色 (10YR8/6）軽石粒や、組砂大の灰白色 (10YR7/ 1 ） 、褐灰色 (10YR5/ l～4/ 1）火山岩片が散在す

るところがあり、④地点では下底部に砂粒大から粒径 2 ～lOmmのにぶい黄色 （Hue 2.5Y6/3） 軽石粒が

混じった撞色 （7.5YR6/6～6/8）軽石密集層があった。 大池ら (1970） のV層に相当すると思われる。

Vlld 層は、④地点を除き、 厚さ O ～ 6 cm （一部で下方に向けて 16cmに膨らむ） の砂粒大か ら粒径 2 ～

20mmの黄櫨色 (10YR8/6～8/8）～明黄褐色 (10YR7/6～6/8）～撞色（7 .5YR7/6）軽石粒が密集し

た軽石層で、粗粒砂大の灰白色 (10YR7/ 1 ）、あるいは褐灰色（10YR5/ l ～4/ 1）火山岩片とが混合して

いる。⑥地点では、燈色（7.5YR6/6）火山灰層と交互に断続していた。 小谷跡の④地点では、厚さ 16～

30cmと厚く、他と同様の粒度のにぶい黄色（Hue 2.5Y6/3～6/4）が密集する軽石層となっていて、中程

に厚さ 2 ～ 4cmの堅い明赤褐色（5YR5/6）部を主とする赤色酸化鉄帯があ り、沢底の水中堆積とその後

の地下水の影響を物語っている。大池ら (1970）のIV層に相当するものと思われる。

VII e 層は、厚さ 2 ～18cmの明黄褐色 (10YR6/6～7/6）粘土質火山灰層で締まって硬い。⑥地点では、

粒径 2 ～ 5mmの灰白色 (10YR8/ l）、あるいは黄櫨色 (10YR8/6～8/8）軽石粒やVIld 層に含まれると

同様の岩片が散在している。④地点では、 上下に曲がり くねる厚さ l ～ 3cmの赤色酸化帯が続いていた。

大池ら (1970）の I 層上半部にあたるものと思われる。

VII f 層は、厚さ O ～ 7cmの軽石層で砂粒大から粒径 2 ～20mmの灰白色 (10YR8/ l ～8/2） 、 あるいは

黄撞色 (10YR8/6） ～明黄褐色（10YR7/6～6/6）軽石粒が密集し、 一部では火山灰との混合層となって

いる。よく締まって硬い。八戸周辺の I 層 （大池 ら）中位に含まれる軽石粒密集帯に連続するものと思われ

る。 ⑤地点ではこの部位までが確認されている。

③地点と⑥地点で確認されたW g 層は、 厚さ 4 ～ 17cmの浅黄櫨色（1 OYR8 /3～ 8/4）～明黄褐色

(10YR6/8）火山灰層で、粘土質で粘性に富み、軟らかい。 ⑥地点では、中位に粒径 2 ～22mmの灰白色

(10YR8/2 ） ないし黄櫨色 (10YR8/6～7/8～7.5YR7/8）～ （7.5YR6/8 ） 撞色軽石粒が多量に集中 し、

一部で上位が火山灰層、 下位が軽石層の 2 層に分かれている。大池ら (1970） の I 層下半部にあたるもの

と思われる。

なお①地点では、 黒色土層群の下に、沢底に堆積したにぶい黄櫨色 (10YR7/3）軽石層（厚さ 20cm以
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上）がある。八戸火山灰層にあたる砂粒大から粒径 2 ～lOmm程度の軽石粒の密集層で、上位に砂 ・粘土

混じりシルト状火山灰がレンズ状に載るところもある。 注目すべきは、ここから 、 E層下半部～N層までの

土層を垂直～斜めに切り、 2 ～ 3 条に分岐して横に這う脈状の厚さ 0.2～ 3cmの灰白色火山灰がある ことで、

地震に伴う噴砂の痕跡とみられる。

VIII層は、種市火山灰層の最上部にあたる厚さ 20cm以上の樺色（7.5YR6/6）粘土質火山灰層で、上限か

ら 1 ～ 8cmまでは、灰褐色～にぶい褐色～にぶい樺色（7.5YR6/2～6/4）を呈する風化帯となっている。
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N. 種市町内の遺跡

十

種市町内に存在する遺跡は、 2003年現在岩手県遺跡台帳によると69遺跡が登録されている。未だ本格的

に町内遺跡詳細分布調査を行っておらず、未発見の遺跡が多くあると思われ、本調査事例も極めて少なく 町

内の遺跡については不明な部分が多い。

旧石器時代の登録は未だないが、「角川日本地名大辞典 3 」 によると、旧石器遺物出土遺跡として鉄山遺

跡（大谷鉄山か？）、有家遺跡（上のマッカ遺跡か？）が紹介されている。和座川上流の河岸段丘上に立地

する鉄山遺跡から石刃・剥片・敵石、また海岸段丘上に立地する有家遺跡から石斧・ 剥片が出土し、 いずれ

も約25000年前の高館火山灰層最上部から発見されたとあるが、遺跡の名称は現在登録のものと異なり遺

物は存在せず詳細は不明である。

縄文時代の遺跡数は41遺跡を数える。草創期の遺跡の確認はないが、平内E遺跡より約 9 キロ離れた青

森県三戸郡階上町平内地区にある滝端遺跡からは爪形文土器等が出土している。 また、階上町に隣接する南

郷村黄葉遺跡、種市町に隣接する軽米町馬場野E遺跡でも草創期の土器が出土しているので、町内からも出

土する可能性があるといえる。早期の遺跡には、 ゴッソー遺跡（20） 、 大平遺跡（32）、大宮 I 遺跡（48）、

大宮E遺跡（47）等がある。大宮遺跡は、 昭和36年に岩手大学草間俊一氏により A ・ B ・ C の 3 地区に分

けて調査された遺跡である。 A·B遺跡からは貝殻文土器が出土しており、特に B遺跡、からは胴部に貝殻条

痕、口唇部に員殻腹縁文の土器が出土している。草間氏は、 岩手県で初めて復元された員殻文の尖底土器で

あり 、 発見されたことは多大な成果であると報告している。 また、 石鍾も出土しており、早期のものである

とすると岩手県では最古のものとなる。 ゴッソー遺跡では、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ

ーによる平成6 年度の調査で、遺構には伴わないが日計型押型文土器、魚骨回転文土器、員殻文土器等が出

土している。前期の遺跡として千敷平遺跡（ 4 ）、平内遺跡（ 5 ）、ゴッソー遺跡 （20）、上のマ ッ カ遺跡

(43）、藤好沢遺跡（52）等がある。ゴッソー遺跡もやはり昭和36年に草間氏によ り調査された遺跡で、縄

文時代前期を中心に縄文時代早期の土器、弥生土器、土師器を採集したとの報告がある。また、同遺跡は

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターによる平成 6 年度、同12年度の発掘調査及び試掘調査を通

じて縄文時代早期～晩期の遺物が出土しているが、前期初頭の土器の出土量が多く、特に平成6 年度の調査

で出土したコンパス文土器や押型文土器は岩手県では初めての出土であると考えられる。上のマッカ遺跡は

草間氏の昭和36年の調査で、貝塚が存在する可能性を指摘している。 中期の遺跡として伝吉遺跡（ 2 ） 、蝦

夷森遺跡（ 3 ）、千敷平遺跡（ 4 ） 、 平内遺跡（ 5 ） 、 上のマッカ遺跡（43） 等がある。特に千敷平遺跡は石

棒が多数出土したり開拓時に配石の様なものが見られてお り、集落があった可能性もある。後期の遺跡とし

てトチの木遺跡（ 8 ）、竹の子遺跡（21）、大久保遺跡（22）、上岡谷遺跡（31 ） 、長坂遺跡（39）、上のマ

ッカ遺跡（43）、石倉遺跡（56）等がある。上岡谷遺跡は出土遺物から平内 E遺跡と同時期と考えられる。

晩期の遺跡には竹の子遺跡（21）、大平遺跡（32）、戸類家遺跡（61）、ニサクドウ遺跡（58） 、 田ノ沢遺跡

(63）等がある。特に竹の子遺跡は町内で晩期を代表する遺跡である。昭和36年度岩手県遺跡台帳作成調査

では、戦時中開墾の際多数の土器が出土し、現在は植林されており包含層は良好で重要な遺跡であるとの報

告がある。種市町歴史民俗資料館収蔵資料のほとんどはこの遺跡からの出土である。戸類家遺跡は昭和32

年に慶応義塾大学江坂輝禰氏により調査が行われており 、 土器、 石器の他に土偶が出土している。この時の

土偶は現在慶応義塾大学考古学研究室に収蔵されている。なお、昭和 7 年には小田島禄郎氏が同町を訪れて

おり、田の沢遺跡、八木県塚の出土遺物が岩手県立博物館に収蔵されている。員塚遺跡としてホックリ員塚
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(33）、八木員塚（37）、小子内員塚（40）、黒マッカ貝塚（41）がある。ホックリ貝塚からは岩手県で初め

てといわれた縄文時代の製塩土器が出土している。また縄文時代製塩土器は、ゴッソー遺跡の平成12年度

調査でコンテナ約 1 箱分出土している。歴史民俗資料館には竹の子遺跡出土の縄文時代の製塩土器が多量に

収蔵されており、出土地不明の遺物にも含まれている。青森県境角浜地区に所在する海岸の二十一平遺跡

(69）では古代（平安時代）の製塩土器が出土している。ホック リ貝塚からも土師器片が出土しており古代

にも製塩していた可能性がある。町内には製塩土器を伴う遺跡が多く存在することが予想される。

弥生時代の遺跡は荒巻遺跡（ 9 ）、大平遺跡（32）、大宮 I 遺跡（48) ｷ II 遺跡 （47）等がある。 大平遺

跡からはアメリカ式石鯨が出土している。草間氏の昭和36年の調査で、大宮C遺跡から弥生土器片が採取

され岩泉町の赤穴遺跡と類似するとの報告がある。ゴッソー遺跡からも数点出土しており、その他出土地不

明の弥生土器片や大型壷等が歴史民俗資料館収蔵資料として数点収蔵されている。

古墳時代以降～平安時代の遺跡として横手遺跡（ 7)、城内遺跡（11）、大久保遺跡（22）、黒マ ッカ遺跡

(4 1）、ニサクドウ遺跡（58）等がある。古墳時代の遺跡登録はないが、縄文時代の遺跡登録である袖山遺

跡からは古墳時代の石製模造品が出土している。城内遺跡からは 8 世紀初頭と考えられる土師器の長胴童、

球胴輩、甑、杯が出土している。また、ニサクドウ遺跡では土製支脚、底部糸切の土師器杯が出土しており

9 世紀台に属する可能性がある。なお、角浜地区で須恵器の長頚瓶が出土したとの報告もある。

中世の遺跡は、城館跡が昭和59年に分布調査されており現在1 5遺跡が登録されているが、 多くは詳細が

不明である。城内地区は古代～近世にかけて種市町の中心地であった。また、この地区にある種市城は種市

氏の居城で、平城と山城の二つからなっており両城館の関連は不明であるが、天正20年 (1592 ） の 「諸城

破却書上」には破却の対象となっている。平城跡は現在でも馬場屋敷、 的場、神楽屋敷等当時の名残と思わ

れる地名が存在する。

近世の遺跡で主なものに有家御陣屋跡（46）がある 。 これは、海岸防備の政策をとる徳川幕府の命により、

八戸藩が寛政 5 年 (1793）領内 6 カ所に役人詰め所である陣屋と大砲設置の台場を構築した中の 1 つであ

る。八戸線（現JR八戸線） 工事により一部破壊されているが、 現在も盛土遺構の一部が残存しており八戸

藩御日付所日記には文政 8 年(1825）の記録が残っている。その他鉄山跡4遺跡、金山跡 2 遺跡が登録され

ている。元野田村教育長田村栄一郎氏による、たたら遺跡の踏査によると 12の鉄山跡、密銭場跡、鍛冶場

跡等15カ所の調査結果報告があり 、 製鉄関連の遺跡、も多数存在すると思われる。また、 町内から金の採取

に関する古文書が発見され、沢尻、 雪畑、小手沢、ノソウケの 4 カ所に採取場があったと文献が伝えている。
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No. 遺跡コー ド 遺跡名 種別

I !F37ｷ1386 角浜 散命地

2 IF37ｷ2396 伝吉 集落跡

3 IF38ｷ !086 蝦夷森（アイヌ森） 集落跡

4 IF47ｷ2334 二F蚊平 集出跡

5 IF480!70 平内 典前跡

6 IF48ｷ1276 商船 城館跡

7 IF48ｷ2234 横手 散布地

8 IF48ｷ2283 トチの木 散布地

9 IF56 0330 荒巻 集落跡

IO IF56 0370 八幡堂館（八幡えぞ館） 回 fiB 跡

11 IF57 0086 域内 集落跡

12 IF57 ’ 0229 荒屋敷館（蝦夷館） 城館跡

13 IF57 0264 館野館 城館跡

14 IF57 0309 小手野沢金山 砂金採取跡

15 IF57ｷ0317 土橋 域自白跡

16 IF57ｷ1023 種市城（平城） 城館跡

17 IF57ｷ2033 種市城（山城） 城館跡

18 IF58 0034 小手野沢館 域館跡

19 IF58 0169 板橋館 域自自跡

20 IF58ｷ0341 ゴッソー 散布地

21 IF58 1006 竹の子 散布地

22 IF58・1 205 大久保 散布地

23 IF66ｷ0156 ノソウケ金山 砂金採取跡

24 IF66 0300 小事生直自（タテッコ） 城館跡

25 1F67ｷ1131 和直館 城館跡

26 IF67 2146 大在鉄山 型鉄跡

27 IF69 1094 西の館 散布地

28 IF69 1157 宿戸館 城 fl！跡

29 IF69 2013 西の館 城 fir. 跡

30 IF69 2020 商館の回 散布 地

31 IF69 2041 上同省 散布地

十
32 IF69 2380 大平 県市跡

33 1F69 2393 ホックリ買単 貝阜

34 IF77 0201 細沢鉄山 製鉄跡

35 IF77 ’ 1027 濁川鉄山 型鉄跡

36 1F79 0123 小田の沢鉄山 製鉄跡

37 IF79 0351 八木貝塚 貝塚

38 IF79 0373 袖lli 集落跡

39 IF79 1245 長坂 散布地

40 IF79 1358 小子内貝揖 貝塚

41 1F79 2344 出マッカ貝塚 民局；

42 1F89 0339 向折戸 主落跡

43 1F89 0340 上のマッカ 集落跡

44 IF89 0353 有賓館 城館跡

45 1F99 1153 芦毛波鉄山 製鉄跡

46 IG80 0056 有家御陣屋 砲台場跡

47 IG80 I 口06 大宮E 散布地

48 IG80 1C08 大宮 I 集落跡

49 IG80 1063 長根瞳 散布地

50 IG80ｷ2C04 中野館（館桜蝦夷館） 械館跡

51 IG90 OC05 蝦夷塚 集落跡

52 IG90 0085 藤好沢 集洛跡

53 IF38 1072 浜通 散布 地

54 IF47 0353 北ノ沢 散布地

55 IF48 0194 平内田 縄市跡

56 IF48 I 025 石白 集落跡

57 1F48 2023 価書•I 散布地

58 1F56・ 1 358 二サクドウ 散布地

59 1F57 2323 高取 散布地

60 IF57 2279 高取E 民落跡

61 IF69 0042 戸類家 散布地

62 IF69 2113 l向山 散布地

63 IF68ｷ2337 回／ iR 散布地

64 IF89 0378 向ll<lll 散布地

65 IF480017 平内E 散布地

66 IF790119 大浜 集落跡

67 1F69ｷ l 109 fi店 集落跡

68 IF56 2350 大沢 散布地

69 IF38 0098 二 十一平遺跡 生産遺跡
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時代

縄文

縄文中期

縄文中期晩期

純文前期・中期

純文前｝問中期

中世

純文暁JUI 古代

純文後期晩期

縄x中期弥生

中l廿

占代

中世

中世

江戸

中｜止

中世

中世

中世

中l世

縄文早～晩期・ 弥生

純文前期・後期暁期

純文前期・後期暁周］古代

江戸

中l廿

中世

江戸

縄文後期

中世

中世

純文晩期

縄文後期

縄文早期・晩期 ・ 弥生

縄文晩期古代

1上戸

江戸

江戸

縄文晩期

純文中l明 ・ 後期

純文後期晩期

縄文

縄文後期古代

縄文晩期

縄文前期 ・中期・後期

中世

江戸

江戸

縄文早期弥生

縄文早期前期晩期 ー 弥生

縄文

中世

縄文

縄文前期・晩期

縄文

縄文

縄文

純文後期

縄文

縄文晩期古代

縄文

縄文

縄文晩期

縄文

縄文晩期

純文

縄文中期後期

純文

制文

縄文

平安
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縄文土器

遺構 ・ 造物

縄文土器（中期）、石斧、石娘 、 有茎他

縄文土器（中 ・ 晩期）、 フレ ク

縄文土器（前・晩期）、石棒、フレ ク

縄文土掠 （前中期）、フレーク

堀

純文土器（晩期）、 土師器

縄文土器（佳暁期）

縄文土器（中期）、弥生土器

堀、単郭

土師器、長胴盟、壷

明

堀単郭畏穴

石垣

屋敷跡

府，

明白

五車場

ニ～三重堀単郭

純文土器、型塩土器、土師器、弥生土器

縄文土器（前後晩期） 製塩土器

縄文土器（前陸刷期）、石芹、土師ffil

石垣

4置基

三重堀

鉄棒

縄文土器 （佳期）、 石罷、 平場

堀、 平場

堀、 土壁

縄文土器 （晩期） 石器 土偶

縄文土器 (I剣問）

縄文土器（早 ・晩期）、弥生土~：

縄文土器、型塩土器、カキ、 ミルクイ、土師鵠

鉄博

鉄淳

鉄倖

純文土器 （晩期）、製塩土器、鹿角

純文土器｛中・1長期）

純文土器｛桂・暁｝明）

染附磁器酷片ミルクイイシダタミ

縄文土器（控期）、土師器、 石ii

縄文土器（晩期）、石斧

縄文土器（前 ・ 中 後期） 石斧、フレーク

明（埋められている） 帯郭

鉄棒

土塁

純文土器（早期）、弥生土器

純文土器（早 前・晩期）、石鍾、弥生土器

純文土器

堀（埋められている）、単郭

縄文土器

縄文土器 （前晩期）、石刀

純文土器（中期） j告製石斧

縄文土掠（中期）

純文土器（中l郎、 石器

純文土器（佳l国）、土師器

石棺

縄文土器（暁期）、土師器、 支脚

純文土器

縄文土器（中晩期）

縄文土器（晩期）、土偶

純文土総

純文土掠（晩期）

純文土器

純文土器（中後期） 石器、 鉄製品

純文土器 石器

縄文土器（中期）

縄文土器

製塩土器（平安）

第 4表町内の遺跡一覧
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所在 地 備考

回ノ端

笹花

角川目

千敷平

丙平内

南明戸・南川尻 S59年調査

撤手

板橋

平沢

里 S59年調査、i113年八幡館より名品変更

大林

舘石 S59年調究

結石 S59年調査

荒谷蚊 1-1 13年小手野山金山より名体変更

荒谷敷 S59年制宜

舘域内 S59年調査

舘

荒屋敷・サン二ヤ S59年制査

板橋 S59年調査

小路合

板橋

大久保

下川原

下川原 S59年制宜

松苗場 S59年調査

熊沢

雨戸類家馬場

馬場 S59年調査

馬場 S59年調査

馬場

馬場

八木 小田制

八木

松ヶ沢

熊沢

小田沢

南八木

南八木

小子内字平1'，石

小子内字泊ノ端

有家字向在地

有家宇八森

有家字林山

有事＂＂ S59年調査

中野字尺iH

有家字八森 S59年調査

中野字大宮

中野字大宮

中野子大宮

中野字舘越・長桜 S59年制査

中野字下粒来 ・ 大粒来

中野字尺沢

角川目

北ノ沢

東平内

西平内

岩脇

里J控

阪桁

和座 ・ 版橋

凶戸額家・南玉川 いく悼値貝塚

街戸

馬場

有華字大道合寺久保

笹花

小田沢

馬場

大沢・獄

堆中山
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v. 検出された遺構と遺物

調査の結果、竪穴状遺構1基、土坑34基、溝状土坑（陥し穴状遺構） 45基、 焼土遺構 1 基が検出された。

1 .竪穴状遺構
竪穴状遺構 （第6図、写真図版6)

本調査区から 1 基検出された。 B9グリットほぽ中央に位置する。平面形は円形で、規模は北東～南西

228cm、北西～南東216cm、検出面からの深さは全体的にほぼ均一で壁高10cmを測る。底部は土層対比

図⑥第IV層を掘削している。底面は平坦で良く締まるが、ピッ ト・柱穴類、炉跡 ・ 焼土等の痕跡は認められ

なかった。底部面積は約2.83ばである。壁面は直気味に立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相

を示し、 5層に分層される。黒褐色土を主体に壁際には暗褐色士、 黄褐色士が堆積し、各層とも明黄褐色土

極小～中粒を微量～少量含む。 遺構内からの出土遺物はな く、 時期、用途ともに不明である。
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2. 士坑
S K Ol土坑 （第7図、写真図版6)

rh 
"f 

Bl 0グリット東側に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径11 2cm×短径l02cm、 底部で長径

90cm×短径78cm、 深さは最深部で26cmを測る。底部は土層対比図⑥第IV層を掘削し、底面は平坦であ

る。底部から壁はほぼ直に立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 7層に分層される。黒

褐色土を主体に暗褐色土、 黒色土が堆積し、各層とも明黄褐色土極小～中粒を微量～少量含む。遺構内から

の出土遺物はない。

S K 02土坑 （第7図、 写真図版6)

SKO l の南側、同じく B l Oグリット上に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径148cm×短径

132cm、底部で長径28cm×短径12cm、深さは最深部でl34cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘

削し、底面はほぼ平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁はほぼ直に立ち上がり、底部よ

り 30cm位の所から外傾して開口部へ至る。断面形は漏斗状を呈し、開口部に対して底部は狭く窄まる。覆

土は人為的な堆積の可能性がある。 1 9層に分層され、黒褐色士と黒色土を主体にほとんどの層で明黄褐色

土、黄褐色土の極小～中粒を微量～少量含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K03土坑 （第7図、写真図版6)

csグリットやや南西側に位置する。平面形は円形で、 規模は開口部で長径118cm×短径1 08cm、 底部で

長径58cm×短径44cm、深さは最深部で1 1 2cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、底面はほぼ

平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁は長径、短径とも外傾気味に立ち上がり開口部へ

至る。 断面形は逆台形状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 6層に分層される。黒褐色土と黒色土を

主体にほとんどの層で明黄褐色土、 黄褐色土の極小～中粒を微量～少量含む。また、 第1～4層は炭化物極

小粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K04土坑 （第7図、 写真図版7)

csグリット南側に位置する。平面形は不整円形で、規模は開口部で長径130cm×短径126cm、 底部で長

径90cm×短径64cm、深さは最深部で62cmを測る。底部は平坦ではなく、壁の立ち上がりが判然としな

い部分があり全体的に掘り方が不明瞭である。覆土は自然堆積の様相とは考えられない。黒褐色土に八戸火

山灰を多量に含み、 粘性、締まりともなく、撹乱的な様相を示し、短時間に埋まったことが想定される。遺

構内からの出土遺物はなく、倒木根跡の可能性が考えられる。

S KOS土坑 （第7図、写真図版7)

C6グリット南西隅に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径1 22cm×短径1 1 8cm、底部で長径

62cm×短径52cm、深さは最深部で1 02cmを測る。底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止まり、底面は平

坦で、副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至り、 断面形は逆

台形状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 7層に分層される。黒褐色土を主体に黒色土が堆積し、各層

とも黄褐色土極小～小粒を少量含む。また、第l層は炭化物粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。
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S K06土坑 （第8図、写真図版7)

rh 
"V 

C7グリット北西側に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径64cm×短径54cm、 底部で長径

36cm×短径30cm、 深さは最深部で26cmを測る。 底部は八戸火山灰層上位層付近まで掘削されており、

底面は平坦である。 底部から壁は外傾気味に立ち上がり開口部へ至り、掘り方はしっか り している。 覆土は

自然堆積の様相を示し、 5層に分層される。黒褐色土を主体に褐色土、 暗褐色土が堆積し、 各層とも黄褐色

士極小粒を微量～少量含む。 遺構内からの出土遺物はない。

S K 07土坑 （第8図、 写真図版7)

C9グリ ッ ト中央付近に位置する。平面形は円形で、 規模は開口部で長径72cm×短径68cm、 底部で長径

68cm×短径34cm、深さは中央部で30cmを測る。 底部は八戸火山灰層上位層を掘削 し、 底面はほぼ平坦

である。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至り 、 掘 り 方はしっかりしている。 覆土は自然堆積の様

相を示し、 3層に分層される。 黒褐色土を基調に黒色土が堆積し、 各層 とも明黄褐色土極小粒を微量～少量

含む。遺構内か らの出土遺物はない。

S K08土坑 （第8図、 写真図版8)

C l Oグリット北東隅に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径109cm ×短径1 04cm、底部で長

径90cm×短径88cm、 深さは最深部で20cmを測る。底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止ま り 、底面は

平坦である。 底部から壁は若干外傾して立ち上がり 開口部へ至り、掘り方はしっかりしている。覆土は自然

堆積と見られる。 2層に分層され、 黒褐色士を基調に明黄褐色土極小～小粒を微量に含む。遺構内からの出

土遺物はない。

S K09土坑 （第8図、写真図版8)

D5グ リ ッ ト中央やや北側に位置する。 平面形は円形で、規模は開口部で長径15 6cm×短径122cm、 底

部で長径82cm×短径62cm、深さは最深部で148cmを測る。 底部は高館火山灰層上位層を基底と し 、 底面

は平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかっ た。 底部から壁は直気味に立ち上がり 開口部付近で若干外傾

し、断面形は逆台形よ り 円筒形に近い形状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 8層に分層される。黒

褐色土と暗褐色土を主体に下位層には黄褐色士、 褐色土が堆積する。上位層には黄褐色士極小粒を微量～少

量含む。また、 第l層は炭化物極小粒を含む。 遺構内か らの出土遺物はない。

SK  10土坑 （第8図、 写真図版8)

D6グ リ ッ ト南東隅側に位置する。 平面形は円形で、規模は開口部で長径1 1 6cm×短径11 4cm、 底部で

長径76cm×短径60cm、 深さは最深部で56cmを測る。 底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止ま り 、 底面

は平坦で高rJ穴等掘削の痕跡は確認されなかった。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至り 、 断面形は

逆台形状を呈する。 覆土は人為的な堆積の可能性がある。 1 0層に分層され、 黒褐色土を基調に黒色土が堆

積し、 ほとんどの層で明黄褐色土、 黄褐色土の極小～中粒を微量～少量含む。 また、 第1 0層は炭化物粒を

微量に含む。遺構内か ら の出土遺物はない。
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SK 11 土坑 （第8図、写真図版8)

Dl l グリット南側に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で、長径56cm×短径52cm、底部で長径

40cm×短径36cm、深さは最深部で、24cmを測る。底部は若干凹凸が見られ、壁の立ち上がりも不明瞭で

掘り方もしっかりしていない。覆土は締まりのない褐色土が基調で、自然堆積とは考えられない。遺構内か

らの出土遺物はない。

SK 1 2土坑 （第8図、写真図版9)

Dl2グリット北西隅に位置する。平面形は楕円形で、規模は開口部で長軸1 62cm×短軸1 1 4cm、底部で

長軸54cm×短軸22cm、深さは最深部で98cmを測る。底部から壁の長軸側は外傾気味に立ち上がり、底

部より 40cm位の所から大きく開口する。短軸側は開口部から底部へ狭く窄まり、断面形は漏斗状に近い形

状を呈する。底面は平坦であるが、長軸22cm ×短軸14cm、深さ 20cmの副穴を持ち、関口部から副穴ま

での深さは11 5cmを測る。底部から副穴まで八戸火山灰層を掘削している。覆土は自然堆積の様相を示し、

11層に分層される。黒褐色土と黒色土を主体に暗褐色土、褐色土、黄褐色土が堆積する。ほとんどの層で

明黄褐色土極小～大粒を微量～少量含む。副穴部の覆土は黒色土である。遺構内からの出土遺物はない。

十
SK 13土坑 （第9図、写真図版9)

E4グリット、 E5グリッド境に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径1 07cm×短径92cm、底

部で、長径86cm×短径76cm、深さは中央部で26cmを測る。底部は土層対比図⑥第VI層上位面とし、底面

は平坦である。底部から壁は外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 3層に分

層される。黒褐色土を基調に黄褐色土極小粒をやや多めに含む。遺構内からの出土遺物はない。 十
SK 14土坑 （第9図、写真図版9)

F5グリット北東隅側に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径160cm×短径132cm、底部で長

径28cm×短径22cm、深さは最深部でl 28cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、底面はほぼ平

坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁の長径側は外傾気味に立ち上がり、底部より 60cm

位の所からさらに外傾して開口部へ至り、短径側は外傾して立ち上がり開口部へ至る。長径断面形は漏斗状

を呈し、開口部に対して底部は狭く窄まる。覆土は自然堆積の様相を示し、 8層に分層される。中～上位層

は明黄褐色土極小粒を少量含む黒褐色士、下位層は褐色土が堆積する。遺構内からの出土遺物はない。

SK 15土坑 （第9図、写真図版9)

Fll グリット中央に位置する。平面形は円形で、規模は開口部で長径1 10cm×短径94cm、底部で長径

96cm×短径52cm、深さは最深部で66cmを測る。底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止まり、底面はほ

ぼ平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁は外傾気味に立ち上がり開口部へ至り 、 断面形

は逆台形を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 5層に分層される。黒褐色土を主体に各層とも明黄褐色

土極小～中粒を微量～少量含む。遺構内からの出土遺物はない。
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SK  16土坑 （第9図、写真図版10)

Fll グリット南東隅に位置する。平面形は円形で、 規模は開口部で長径138cm×短径1 16cm、底部で長

径90cm×短径72cm、深さは最深部で44cmを測る。底部は八戸火山灰層上位面で止まり、底面はほぼ平

坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至り、断面形は逆台

形を呈する。覆土は自然堆穫の様相を示し、 6層に分層される。黒褐色土を主体に各層とも明黄褐色土極小

～中粒を微量に含む。また、第2層は炭化物小粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

SK  17土坑 （第9図、写真図版10) 

BlOグリット中央やや西側に位置する。平面形は楕円形で、底面は長楕円形を呈する。規模は開口部で長

軸364cm×短軸223cm、 底部で、長軸267cm×短軸92cm、 深さは最深部でl76cmを測る。底部は八戸火山

灰層を掘り抜き、高館火山灰層上位面まで達する。底面は平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。 底

部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至り、断面形は逆台形を呈する。 TP06 と重複し、 TP06を切るプ

ランで検出され、新旧関係はS Kl 7が新しい。覆土は自然堆積の様相を示し、 12層に分層される。黒褐色

土を主体に黒色士、黄褐色土、黄櫨色士、 明黄褐色土が堆積する。下位層には見られないが、 中～上位層に

は明黄褐色土、 黄褐色土の極小～極大粒、拳大ブロックが多量に見られ、混入率が50% を越える層位もあ

る。遺構内からの出土遺物はない。

十
SK  18土坑 （第10図、写真図版11)

Bl 1 グリット北西隅に位置する。平面形は楕円形で、規模は開口部で長軸79cm×短軸52cm、 底部で長

軸44cm×短軸32cm、深さは中央部で24cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、底面はほぼ平

坦である。底部から壁は外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。 覆土は自然堆積の様相を示し、 4層に分層さ

れる。黒褐色土を基調に各層とも明黄褐色土極小～中粒を少量含む。遺構内からの出土遺物はない。

十
SK  19土坑 （第 1 0図、 写真図版11 )

Bl 1 グリット北側、 Cllグリット境付近に位置する。平面形は長楕円形で、 規模は開口部で長軸142cm

×短軸54cm、底部で長軸120cm×短軸38cm、深さは最深部で34cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層

を掘削し、底面は凹凸が見られる。壁の立ち上がりは南西壁側は明瞭であるのに対し、 北東壁側はやや不明

瞭である。全体的に掘り方はしっかりしている。覆土は自然堆積と考えられる。 4層に分層され、 黒褐色土

を基調にほとんどの層で明黄褐色土極小～大粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K20土坑 （第 1 0図、写真図版11)

C5 グリット北側、 D5 グリ ッ ト 境付近に位置する。平面形は細長楕円形で、規模は開口部で長軸

1 76cm×短軸58cm、底部で長軸1 30cm×短軸44cm、深さは中央部で50cmを測る。 底部は八戸火山灰層

上位面で止まり 、 底面はほぼ平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。 底部から壁は外傾気味に立ち上

がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 5層に分層される。黒褐色士を主体に下位層は褐色士が

堆積し、各層とも黄褐色士極小粒を微量に含む。 遺構内からの出土遺物はない。
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S K21土坑 （第10図、写真図版1 2)

C9グリッ 卜ほぽ中央に位置する。平面形は楕円形で、規模は開 口部で長軸108cm×短軸54cm、底部で

長軸70cm×短軸3 1cm、 深さは中央部で2 1 cmを測る。底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止ま り、 底面

は平坦である。底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 3層に分層

される。黒褐色土を基調に各層とも明黄褐色土極小～小粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K22土坑 （第1 0図、写真図版1 2)

SK2 1 の北東側、 C9グリッ ト側に位置する。平面形は不整楕円形で、規模は開口部で長軸102cm×短軸

55cm、 底部で長軸75cm×短軸30cm、深さは最深部で23cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、

底面は凹凸が見られる。壁の立ち上がりは不明瞭で、しっか り とした掘り方ではない。覆土は明らかに自然

堆積ではなく、撹乱的な様相を示す。遺構内からの出土遺物はない。

十

S K23土坑 （第1 0図、写真図版12)

Cl 1 グリット中央やや西側に位置する。平面形は長楕円形で、規模は開口部で長軸192cm×短軸78cm、

底部で長軸1 32cm×短軸40cm、深さは最深部で50cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、 底面

は若干凹凸が見られる。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆土は人為的な堆積の可能性があ

る。 6層に分層され、黒褐色土を基調に各層とも明黄褐色土極小～中粒を微量～少量含む。遺構内からの出

土遺物はない。

十S K24土坑 （第10図、 写真図版1 3)

D4グリッ ト東側に位置する。平面形は長楕円形で、規模は関口部で長軸2 1 2cm×短軸73cm、底部で長

軸150cm×短軸44cm、 深さは最深部で69cmを測る。底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止ま り、底面は

ほぼ平坦であるが西側に傾斜する。冨rJ穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁は長軸側は外傾して

立ち上がり、短軸側は直気味に立ち上がり外傾気味に開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 11層

に分層される。黒褐色土を基調にほとんどの層で明黄褐色土極小～小粒を微量に含み、やや多めに含む層も

ある。また、第4層は炭化物極小粒を含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K25土坑 （第10図、写真図版1 3)

D5グ リ ッ ト北側に位置する。平面形は隅丸長方形で、規模は関口部で長軸l39cm×短軸54cm、底部で

長軸l20cm×短軸47cm、深さは中央部で20cmを測る。底部は土層対比図②第V層で、底面はほぼ平坦で

ある。底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり、短軸側はほぼ直に立ち上がり開口部へ至る。覆土は人為

的な堆積の可能性がある。黒褐色士を基調と し4層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

S K26土坑 （第11図、 写真図版1 3)

D6 グリット南東隅、 D7 グリ ッ ト 境付近に位置する。平面形は長楕円形で、 規模は開口部で長軸

1 30cm×短軸54cm、底部で長軸94cm×短軸32cm、深さは最深部で28cmを測る。底部の掘削は八戸火

山灰層上位面で止まり 、 底面は平坦である。底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆土は人為的

な堆積の可能性がある。 4層に分層され、黒褐色土を基調に各層とも明黄褐色土極小粒を微量～少量、もし
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くは多量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K 27土坑 （第11図、写真図版14)

Dl lグリット南西隅に位置する。平面形は長楕円形で、規模は開口部で長軸132cm×短軸63cm、底部

で長軸112cm×短軸52cm、深さは中央部で12cmを測る。底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、 底面は若

干凹凸が見られる。底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。 覆土は人為的な堆積の可能性がある。

黒色士と黒褐色土2層に分層され、黒色土層には明黄褐色士、黄褐色土の極小～小粒を少量含み、 黒褐色土

層には明黄褐色土極小～小粒を少量含む。 遺構内からの出土遺物はない。

SK  28土坑 （第11図、写真図版14)

Dl 1グリットほぽ中央に位置する。平面形は細長楕円形でSK29と重複する。 SK28がSK29を切るプラン

で検出され、新旧関係はSK28が新しい。規模は開口部で長軸推定1 51cm×短軸44cm、底部で長軸推定

138cm×短軸26cm、深さは最深部で＇22cmを測る。 底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止ま り 、 底面はほ

ぼ平坦である。 底部から壁は外傾して立ち上がり関口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 3層に分層

される。黒色士、黒褐色土、暗褐色土が堆積し、 各層とも明黄褐色土極小～小粒を微量に含む。 遺構内から

の出土遺物はない。

十
S K29土坑 （第11図、写真図版14)

SK28に切られるプランで検出された。平面形は残存で楕円形の様相を呈し、 SK28 との完掘状況は l つ

の細長楕円形の様相を呈する。規模は残存値で関口部が長軸90cm×短軸60cm、底部が長軸80cm×短軸

42cm、深さは最深部で16cmを測る。 底部は八戸火山灰層上位面で止ま り 、底面はほぼ平坦である。 底部

から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積と考えられる。 2層に分層され、 黒褐色土を基

調に明黄褐色士極小粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

十

S K30土坑 （第11図、写真図版15)

D ll グリット、 Dl2グリット境中央に位置する。平面形は長楕円形で、 規模は開口部で長軸1 36cm×短

軸64cm、底部で長軸l00cm×短軸36cm、深さは最深部で31cmを測る。底部は八戸火山灰層上位面で止

まり 、 底面はほぼ平坦である。 底部から壁は外傾して開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 2層に

分層される。 黒褐色土を基調に明黄褐色土極小～中粒や黄褐色土極小～小粒を少量含む。 遺構内からの出土

遺物はない。

S K31土坑 （第11図、写真図版1 5 )

D4、 E4グリッ ト境上東側に位置する。 平面形は隅丸長方形で、 規模は開口部で、長軸1 86cm×短軸65cm、

底部で長軸1 76cm×短軸50cm、深さは最深部で52cmを測る。 底部は八戸火山灰層上位面で止ま り、底面

は平坦で副穴等掘削の痕跡は確認されなかった。底部から壁の長軸側は外傾気味に、短軸側はほぼ直に立ち

上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積の様相を示し、 1 0層に分層される。中～上位層は黒褐色土を主体に

暗褐色土、 黒色土が堆積し、 下位層は褐色土が堆積する。ほとんどの層で明黄褐色土極小粒を微量～少量含

む。 また、第2、 8、 9層は炭化物極小粒を含む。遺構内からの出土遺物はない。
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S K32土坑（第11図、写真図版15)

rh 
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Ellグリット中央やや北東側に位置する。 平面形は楕円形で、規模は開口部で長軸154cm×短軸84cm、

底部で長軸82cm×短軸34cm、深さは最深部で44cmを測る。 底部の掘削は八戸火山灰層上位面で止まり、

底面は凹凸が見られる。底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆土は自然堆積とは認め難く、人

為的な堆積の可能性がある。 5層に分層され、黒褐色土を主体に暗褐色士、黒色土が堆積する。ほとんどの

層で、明黄褐色土極小～極大粒を微量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K33土坑 （第11図、写真図版1 6)

£12 グリット南西側、 E1 1 グ リ ッ ト境付近に位置する。平面形は長楕円形で、規模は開口部で長軸

233cm×短軸96cm、底部で長軸165cm×短軸60cm、深さは最深部で43cmを測る。 底部の掘削は八戸火

山灰層上位面で止ま り、底面は平坦ではない。 底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。南壁側の一

部は立ち上がりが不明瞭であるが、全体的に掘り方はしっかり している。覆土は自然堆積の様相であると考

えられる。 3層に分層され、黒褐色土を基調に各層とも明黄褐色土極小～極大粒を少量含む。 また、第l層

には炭化物小～大粒を多量に含む。遺構内からの出土遺物はない。

S K34土坑（第11図、写真図版16)

G 12グリットほぽ中央に位置する。平面形は楕円形で、規模は開口部で長軸141cm×短軸82cm、底部

で長軸70cm×短軸27cm、深さは中央部で52cmを測る。 底部は八戸火山灰層上位層を掘削し、 底面は平

坦である。底部から壁は外傾して立ち上がり開口部へ至る。覆士は自然堆積の様相を示し、 5層に分層され

る。中～上位層は黒褐色土、暗褐色土、 黒色土が堆積し、ほとんどの層で明黄褐色土極小～極大粒を微量に

含む。 下位層は褐色土が堆積する。

遺構内から縄文土器片が第1層より4点、第2層より 2点、第3層より 3点出土しているが、ほとんどが小破

片で摩滅している。その内1点を図示した。 No.1 は深鉢の胴部片である（第22図、写真図版33）。
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件 L-55.200m A’ • 

SKOl 
1 10YR3/l 県褐色粘性弱 締まり組草根人る 10YR7 /6明黄禍色極小粒1 %混入
2 10YR2/l 黒色粘性弱締まり中 草担人る IOYR7/6明黄禍色小粒極微量混入

10YR7/6 6/8明黄褐色極小粒5%混入10YR4/3にぷい黄褐色大粒混入

3 10YR3/2 黒褐色粘性やや中締まり中草根入る 10YR2/l黒邑準大ブロック中史に混入

10YR7/6明黄褐色中粒少量混入10YR7/6明黄褐色極小粒3%混入
4 10YR3/3 暗褐色 粘性中締まり組 草恨入る 10YR7/6明黄褐色小粒少量混入

10YR7/6明黄褐色傾小粒2%混入
5 1 0YR3/2 黒褐色 粘性やや中締まり中草担入る 10YR7/6明黄絹色中粒少量混入

10YR7/6明黄褐色 10YR6/8明黄禍色傾小粒7%混入
6 1 0YR3/l 期尚色粘性中締まり密草根入る 10YR6/8明黄褐色小～中粒少量混入

10YR7/6明黄褐色犠小粒3%混入
7 IOYR6/8 明歯褐色粘性弱締まり傾めて官
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件 L-55.600m A礼

SK02 
1 10YR3/l 黒褐色粘性やや中草根入る 10YR7/6明黄褐色、

10YR5/8黄褐色傾小粒極微E混入
2 10YR2/l 煤色粘性中締まり中草根入る 10YR7/6明前尚色、

10YR5/8黄褐色帽小粒2%混入
3 10YR2/2 烈褐色粘性中 締まり粗草根入る 10YR7 /6明黄褐色小粒少量混入

10YR7/6明黄褐色. 10YR5/8黄褐色極小粒10%混入
4 10YR2/2 黒褐色粘性中 10YR3/3暗褐色粒混入10YR7/6明黄掲色中粒少量混入

10YR7 /6明黄褐色、 10YR5/8黄褐色極小粒2%混入
5 10YR2/l 黒色粘性中締まり密 草根入る 10YR6/6明黄褐色小粒少量混入

10YR7/6明黄褐色、 10YR5/8黄褐色極小粒3%混入

6 10YR3/l 黒褐色粘性やや中締まり宮草根入る 10YR7/6明黄褐色、
10YR5/8黄褐色極小粒10%混入

7 10YR2/l 黒色粘性強締まり密草幌入る 10YR7/6明黄褐色、
10YR5/8黄褐色属小粒7%混入

8 10YR2/2 端褐色粘性中 締まり密草担入る 10YR7/6明黄禍色、
10YR5/8黄褐色隊小粒20%混入

9 10YR2/2 県間色粘性中締まり密草檀入る 10YR7/6明世褐色、

10YR5/8黄褐色械小粒7%混入
10 10YR2/l 黒色粘性中締まり密草根入る 10YR7/8黄燈色小粒少量混入10YR7/6明黄褐色

10YR5/8黄褐色傾小粒10%混入
11 10YR3/l 諜褐色粘性強締まり密草根入る 10YR6/8・7/6明黄褐色極小粒5%混入
12 10YR2/2 ！！＼褐色粘性強締まり宮 10YR7/8黄位色、 10YR6/8・ 7/6明黄褐色極小粒5%混入

13 !OYR2/ l 黒色粘性中締まり密 10YR7/8黄燈色小粒少畳混入
10YR7/6 ・ 6/8明黄褐色極小粒3%混入

14 10YR3/l 黒褐色粘性強締まり密 I OYR?/6 · 6/8明世褐色極小粒2%混入
15 10YR4/6 褐色粘性やや中締まり密若干砂質

16 1 0YR2/2 黒褐色粘性強締まり密 10YR6/8明黄禍色中粒少量混入
10YR7/6明置褐色同小粒3%混入

17 10YR2/l m色粘性強締まり組 10YR6/8ｷ 7 /6明黄褐色小粒少量混入10YR5/8黄褐色、

1 0YR7/6明黄褐色短小粒7%混入
18 10YR3/2 鼎褐色粘性中 締まり宮 10YR7/6明黄褐色極小～小粒l児混入
19 10YR5/8 黄褐色粘性強 締まり密粘土質

lb_ 

SK03 aiT ロ；mg aiT 
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戸一円4.lOOm ~ SK03 
l 10YR3/I 黒褐色粘性中締まり中草根入る
炭化物極小粒微量混入 IOYR5/6黄褐色極小粒2%

混入
2 10YR2/l 黒色粘性中締まり密 草栂入る

炭化物極小粒微量混入 10YR5/6黄褐色侮小粒3%

混入
3 10YR3/l 蕪褐色粘性中 締まり中草根入る
炭化物極小粒商量混入 10YR5/6黄褐色極小粒5%
混入

4 10YR2/2 黒褐色粘性中締まり栴草偲入る
炭化物極小粒商量混入 10YR6/8明黄褐色大粒混入

5 10YR2/l 黒色粘性中締まり密 l;i根入る
10YR6/8明黄禍色大粒少量混入10YR5/6黄褐色極小
枝7%混入

6 l OYRl.7/ 1 単色粘性強締まり密車根入る
10YR6/8明黄褐色小粒少日混入10YR5/6黄褐色極小

粒5%混入

件目4.300m ！＇＿」 SK04
' l 10YR3/ l 黒褐色 粘性弱締まり粗

草根．木根入る 10YR5/8黄褐色極大粒
全体の1/3を占める 10YR6/8明黄褐色
小粒混入

2 IOYR2/l 黒色粘性やや中締まり粗
草根入る 10YR5/8黄禍色大粒混入

3 1 0YR2/2 黒褐色粘性弱締まり粗
草根入る 10YR5/8黄間色小粒混入

4 10YR5/8 黄褐色粘性弱締まり粗

十
SK05 可 x=47561.4 訂
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｝土日4.300m 判 闘5
1 1 0YR3/l 黒褐色 粘性弱締まり宿

草相入る 炭化物粒微量混入
10YR5/6黄褐色極小粒5%混入

2 10YR2/ l 黒色粘性中締まり中
草穏入る 10YR5/6黄褐色桶小粒7%
混入10YR5/8黄褐色中粒椅微量混入

3 10YR2/2 黒褐色粘性中締まり中
草担入る 10YR5/6黄褐色極小粒10%
混入10YR7/8黄信色小粒少E混入

4 10YR2/2 黒褐色粘性中締まり中
草根入る 10YR5/6黄禍色極小粒1 5%浪人

5 10YR3/l ！.（＼褐色粘性中締まり密
l，，根入る 10YR7/8貰償色小粒1>鼠混入

10YR5/6黄褐色極小粒20%混入
6 l OYRl.7/7 雑色粘性強締まり中
草担入る 10YR5/6黄禍色栂小粒2%混入
10YR7/8貧栂色小粒少量混入

7 10YR2/2 黒褐色粘性強締まり中
草根入る 10YR5/6黄褐色極小粒5%混入
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4 J OYR2/2黒褐色粘性中締まり密
草根人る JOYR5/6黄褐色同小粒5%混入

5 J OYR2/J黒色粘性中締まり密
草根入る

6 1 0YR3/J黒褐色粘性中 締まり密
IOYR5/6黄褐色同小粒2%浪人
I OYR6/8明黄褐色小～中粒少以ii<人

7 I OYR3/2黒褐色粘柑中締まり密
炭化物粒惜畳混入
JOYR5/6黄褐色極小粒15%混入
J OYR6/8明黄褐色小粒～中粒多量混入

8 1 0YR2/l !M色粘性やや中締まり密
草根入る IOYR5/6黄褐色極小粒3%混入
10YR5/8黄褐色小粒少量混入

9 記載漏れ
JO 記載漏れ

SK06 
1 10YR3/J 黒褐色粘性中 締まり阪市根入る

10YR5/6黄禍色 10YR6/6明黄褐色粒15%混入
2 10YR3/2 黒褐色粘性強締まり桶めて帝市根入る

10YR5/6黄同色粒5%混入
3 10YR3/3 暗伺邑粘性中締まり栴叩根人る

JOYR5/6黄禍色粒20%混入
4 J OYR4/4 同色粘性中締まり宮市根入る

10YR5/6黄褐色粒10 1柏I，入
5 10YR3/I 出褐色粘性中締まり密 10YR5/6黄褐色粒5%混入

SK!O 
1 !OYR2/2出褐色粘性中
締まり語草根人る
10YR5/6黄褐色極小粒3%混入

2 JOYR2/J黒色粘性中締まり密
草根入る
JOYR5/6黄同色極小粒2%混入

3 I OYR3/2黒褐色粘性やや中
締まり極めて密草幌入る
JOYR5/6黄褐色粒10%混入
JOYR6/8明黄褐色村i小～大粒40%混入
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SKI! 
1 !OYR3/2黒褐色 粘性中 締まり粗 草根入る

10YR5/6 5/8黄同色辛大ブロック中央に混入
2 10YR2/2黒褐色粘性中締まり粗草根入る
3 10YR5/6黄褐色粘性中締まり粗草根入る
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SK07 
I JOYR2/ J i'.\色粘性強締まり極めて苦草担入る

IOYR7/6明苗褐色極小粒1%混入 IOYR8/2灰白色
極小粒微量混入

2 IOYR3/ I黒褐色粘性強締まり極めて密草恨入る
I OYR? /6明黄褐色、 10YR5/6黄褐色刷小粒3%混入

3 lOYR2/1黒色粘性中締まり倒的て桁草根入る
10YR7/6・6/6明黄同色村4小粒7%混入
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SJ<08 
1 ! OYR2/2!1i褐色粘性中締まり密草根入る

!OYR5/6黄褐色 10YR7/6明世間色極小～小粒3%
混入

2 10YR3/J 黒褐色粘性中締まり密草履入る
IOYR6/6 ・ 7/6明黄褐色極小粒2%混入
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SK12 
1 10YR3/1黒褐色粘性中 締まり術情根入る !OYR6/8明黄褐色、

10YR7/8黄燈色傾小～小粒2%混入
2 10YR3/2µ.l褐色粘性中 締まり密草根人る 1 OYR6/8 ｷ 7 /6明黄褐色粒5%混入
3 lOYRl.7/ 1 !.U色粘性強 締まり中草根、木根入る 10YR6/8明黄褐色中～大粒
少量出人IOYR7/6 ・6/8・6/6明黄褐色極小粒1 0%混入

4 10YR3/l黒褐色粘性強締まり密草担入る 10YR6/8 ・7/6明黄褐色極小粒7%
混入IOYR6/8明黄禍色中～大粒少量混入

5 10YR3/3陪褐色粘性強締まり密草幌入る 1 OYR6/8 ｷ 7 /6明前梢色極小～中粒
7%混入

6 !OYR2/ 1以色粘性強締まり密 草棋入る I OYR6/8 ｷ 7 /6明黄褐色鰍小～小粒
10%混入

7 ! OYR!.7/J!U色 粘性強 締まり密草根人る I OYR6/8 · 7/6明黄褐色極小粒5%
混入

8 10YR3/2よ.＼褐色粘性強締まり密 1OYR5/8黄褐色大粒全体の2/3を占める
9 !OYR5/8黄褐色粘性中締まり中

10 I OYR4/4褐色粘性強 締まり苦 I OYR6/8明黄褐色小～中粒少E混入
II IOYRl.7/ 1黒色枯性強締まり粗

宅L
A与

51<09 
I J OYR3/J黒褐色粘性弱 締まり祖草組、
木根人る 炭化物極小粒混入 JOYR5/6黄褐色
極小粒2%混入

2 I OYR2/2黒褐色粘性弱 締まりやや中
草根、 木般入る 10YR5/6黄間色栂小粒5%混入

3 10YR2/1黒色粘性中 締まり中市根、
木幌入る 10YR5/6黄褐色桶小粒10%混入

4 !OYR3/3時褐色粘性中締まり密草根、
イミ根人る I OYR5/6賞褐色甑小粒15%混入

5 J 0YR3/4晴褐色粘性中締まり梓！ 草幌、
木俊入る IOYR5/6黄褐色極小粒7%混入

6 I OYR5/6黄褐色粘性中締まり怜市線
木根入る

7 10YR4/4褐色 粘性中締まり而草根
木極入る

8 10YR3/4暗侶色 粘性中締まり時市根、
木版入る
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1 !OYR2/ l紫色粘性中締まり帝 草根入る 10YR5/6黄褐色極小粒15%混入

2 lOYR3/ l lM褐色粘性中締まり密 Y，＇（般入る lOYR5/6賀補色栂小粒20%混入

3 l0YR2/2烈褐色粘性中締まり官車線入る l0YR5/6歯尚色極小粒7%浪人
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SK15 
A' I 1 lOYR3/ 1出陥色粘性強締まり密革担入る

l0YR7/6 · 6/8明前回色園小粒7%混入10YR3/3
暗尚色税指大プロ yク左明院をに混入

2 l0YR2/l黒色粘性強締まり密 f;f隈入る

1 OYR6/8 ｷ 7 /61則前向色極小粒10%混入 J OY！口／3

暗出色fl！指大プロ yク少且混入10YR4/4尚色挙大
ブロック左笠慨に混入

3 lOYR~／2県出色粘性弛締まり密話相入る
1 OYR6/8 7 /6D)J世間色困小粒2%混入

4 lOYR3/l出出色粘性強締まり寄 草棋入る

IOYIミ6/8 6/6明賛同色極小粒5%混入10YR3/3

日官同色極大粒少量混入10YR6/8明世褐色中開少量混入
5 10YR3/2黒褐色粘性強締まり密草担入る

IOYR6/6明首脳色極小～中粒底部に？詩集し混入

SK16 ，可十 4「
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SKl7 
I I OYR2/J '..I.I色粘性やや中締まり極めて密車線入る I OYR6/6 ｷ 7 /6明黄褐色

A, 10YR8/6首位色極小粒3%1且入 1 0YR6/6 ・ 7/6明黄褐色小～中位少量混入

ー出 2 1 0YR3/ l黒制色 粘性中 締まり極めて密 平根入る !OYR7/6・6/6・6/8明賞尚色、

' !OYR8/6黄信色極小粒50%混入!OYR8/6黄佐色、 I OYR7 /6·6/6 ·6/8明黄禍色小～極太粒多畠混入

3 !OYR3/ J黒褐色 粘性やや中締まり極めて密 草根入る

!OYR6/6 ・6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒30%混入 10YR7/8黄燈色 10YR7/6 · 6/6明黄褐色小～極大粒

多量混入
4 10YR3/2黒褐色 粘性やや中締まり極めて由市侵入る 10YR7/8・8/6黄燈色、

10YR6/6 ・ 6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒70%混入10YR7/6 ・6/6明黄褐色極大粒多量混入

10YR8/2灰白色筒小粒少量混入
5 10YR3/2黒褐色 粘性強締まり極めて宮市棋入る !OYR6/8・7/6明黄褐色情小粒5%混入

!OYR7/6 ・6/8明黄禍色小～中粒少量混入若干微砂質

6 10YR5/6黄禍色粘性強 締まり極めて密若干粘土質

7 !OYR3/1黒褐色粘性弱締まり憎めて密平線入る !OYR6/6・6/8明蹟褐色儲小粒2%混入

!OYR7/8黄信色中粒楓微量混入

8 !OYR2/1黒色粘性弱締まり械めて栴 !OYR5/6黄褐色 10YR6/8明賀補色親指大～準大ブロァク

少量混入
9 10YR6/8明黄褐色粘性中締まり街 10YR3/2）品褐色粒少量浪人

10 10YR5/8黄褐色粘性強締まり密 若干粘土質

11 10YR2/ l黒色粘性強締まり極めて相若干粘土質

12 10YR5/6・5/8賞褐色粘性強締まり中若干粘土質

件 L-45.600m ~ SK14 
1 7.5YR2/1思色粘性やや中締まり官

車棋人る
2 7.5YR3/l!日尚色粘性中締まり宮
草般入る

3 7.5YR2/2'.i.l＼褐色粘性中締まり中

4 7.5YR3/l 1耳褐色粘性中 締まり中

5 7.5YR2/2黒尚色粘性中
締まり巾 7.5YR3/4暗褐色拳大

ブロソク混入
6 7.5YR3/2黒褐色粘性やや中

締まり中
7 10YR4/4褐色粘性中締まり街
革担入る

8 10YR4/61白色粘性中締まり密
十
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SK16 
1 10YR3/ l !M尚色粘性＇I' 締まり中昨棋入る 10YR7/6 · 6/8明黄褐色極小～中位1%混入

2 JOYR2/ 1黒色粘性中 締まり語草綿入る炭化物小粒微量混入 lOYR6/6 · 6/8 ・ 7/6

明黄禍色栂，j、～中粒5%混入

3 10YR3/1 l弘樹色粘性中締まり中 草根入る 10YR6/8·7/6明黄褐色、 10YR8/2灰白色

極小位3%混入

4 lOYR2/J 黒色粘性中締まり宮草根人る 10YR6/8 ・7/6明黄褐色、 lOYRS/2灰白色

極小粒3%混入
5 JOYR3/1黒褐色粘性中締まり中草棋入る 10YR6/8 · 7/6明黄褐色傾小粒3%混入

6 10YR3/J黒褐色粘性強締まり極めて密草恨入る 10YR6/8明黄同色極小粒1 %弱混入 十
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SK18 . 
l 1 0YR3/l黒褐色 粘性中 締まり極めて密 草根入る 10YR4/6褐色中粒極微量混入

1 0YR7/8黄信色小粒少量混入10YR7/6明黄褐色極小粒5%混入
2 10YR2/2黒褐色 粘性中 締まり笹草根入る
3 I OYR3/l黒褐色 粘性中 締まり中 草根入る 1 0YR5/8黄褐色小粒少量混入

10YR7/6明黄褐色極小粒7%混入
4 10YR3/2黒褐色粘性中 締まり中 10YR6/8明黄禍色中粒少量混入

10YR7/6明黄褐色極小～小粒15%混入
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l 10YR2/ l県色 粘性中締まり極めて密草寝入る ! OYR7/6明黄褐色極小～小粒2%1.毘入
2 10YR3/l黒褐色 粘性強 草般入る 10YR5/8黄褐色、 1 0YR7/6明黄褐色小粒少量混入

10YR5/8黄褐色極小粒1 %混入
3 10YR2/l黒色 粘性強締まり極めて密 草根入る 10YR5/8黄褐色、 10YR7/6明黄褐色
園小粒1児混入

4 10YR2/2黒褐色 粘性中 締まり粗草根、木根入る 10YR6/8明黄褐色小～中ブロック少量混入
10YR7/6明黄褐色極小粒7%混入

5 10YR3/ l黒褐色 粘性中 締まり極的て宮草根入る 1 0YR6/8・7/6明黄褐色崎小粒10%混入
6 10YR5/6黄褐色 粘性中 締まり極めて宮若干砂質

¥¥ I 冨
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l 10YR3/l黒褐色粘性やや中 締まりやや粗革担入る 10YR6/8 · 7/6明賞褐色傾小粒2%混入
2 I OYR3/2黒褐色粘性中締まりやや粗草綬入る IOYR6/8明黄禍色中～大粒少量混入 SK24 
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10YR7/6明黄褐色極小粒1%混入
3 10YR3/3暗褐色粘性中締まり密 10YR7/6 · 6/8明世褐色極小～小粒2克混入
4 10YR2/2黒褐色粘性中締まり密 !OYR5/8黄褐色小～中粒少量混入
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1耳；ごm詮i
><

匹 l ¥ I J ー判

十
SK20 
l 1 0YR2/l！！＼色 粘性弱締まり中草担入る 10YR5/6黄褐色
極小粒1%混入

2 10YR2/2黒褐色粘性弱締まり中草根入る IOYR5/6黄禍
色極小粒2%混入

3 10YR3/3暗褐色 粘性やや中締まり中草根入る 10YR5局 、〆
=72449.fi 11 黄褐色縮小粒5%混入 尺

" ..J 4 10YR3/l黒褐色粘性やや中 締まり中草根入る I OYR5/6 x=47586.8 ¥__.,_)()), 黄褐色極小粒2%混入 y=72436.8 叫I てこノ
吐 5 I OYR帆褐色 粘性弱締まり粗草根入る 10YR5/6黄褐色 I 

て司

短小粒1%弱混入 「ー L~5 4.800m 

SK21 十£「

件以 け一円 5

1ι ＼） λ＜＂＂＂＇－ 』

SK21 

件Lエ51.200m当

SK24 
l 10YR3/ 1鎚褐色 粘性弱締まり粗 草根木根入る
2 10YR3/2県褐色粘性やや中締まり中早根入る 10YR6/8明黄褐色極小粒2%混入
3 10YR2/2出褐色 粘性やや中締まり中草線入る I OYR6/8明黄褐色極小～小粒20%混入
4 10YR2/l黛色粘性弱締まり密革担入る 炭化物極小粒混入 10YR6/8明黄褐色極小粒

3%混入10YR3/3暗禍色大粒混入
5 10YR3/l県出色粘性やや中締まり中木根入る

l 10YR2/2胤褐色粘性強締まり密 10YR7/6明黄褐色、 lOYR5/6黄褐色極小～小粧I児混入
2 !OYR3/ l黒褐色粘性強締まり極的て密草根入る 10YR7/6明黄褐色 10YR5/6黄褐色

6 10YR2/l黒色粘性中締まり舘 草根入る 10YR6/8明黄禍色極小粒2%混入
7 10YR2/2以褐色粘性中締まり密 草根入る 10YR6/8明苗褐色極小粒5%混入
8 10YR2/ 1出色粘性中締まり密草根入る 10YR6/8明黄褐色粒2%混入極小粒2%混入

3 10YR4/4褐色粘性強締まり極めて密 1 0YR7/6明黄褐色極小粒l児混入

件 L~5 1.000m ~ 

SK22 
l 10YR4/4褐色 粘性中締まり密草棋入る lOYR7/6明黄褐邑、 10YR8/2灰白色
極小粒1児弱混入

2 10YR2/l黒色粘性強締まりやや粗草根入る
3 I OYR3/2黒褐色粘性強締まり畜草根入る !OYR7/6明黄褐色極小粒1%弱混入
4 I OYR2/ l黒色粘性強締まり粗草根入る 10YR4/4褐色極大粒下方に少量混入

9 10YR3/2rn褐色粘性中締まり密 10YR6/8明黄褐色極小粒1 %混入
10 10YR3/3暗褐色 粘性強締まり密 10YR6/8明黄褐色極小粒1 %弱混入
11 10YR2/2黒褐色 粘性中締まり秘

SK25 

件 L~50.900m 判

SIく25
l 1 0YR2/2黒褐色粘性弱 締まり密車棋入る
2 1 0YR2/3黒褐色粘性中 締まり密草根入る
3 1 0YR3/3暗褐色粘性中締まり密草般入る
4 1 0YR3/2黒褐色粘性中締まり密草栂入る

。 1 : 60 2m 
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3 10YR3/2黒褐色紬性やや中締まり官
草棋人る
1 0YR6/8明黄褐色槻小粒混入

4 10YR3/l黒禍色粘性弱締まり中草根入る
10YR6/8明黄褐色極小～中粒10%弱混入

5 10YR3/4暗褐色粘性やや中締まり密草根入る

10YR6/8明黄褐色極小粒15%混入
6 1 0YR3/l黒褐色粘性中締まり密草根入る

10YR6/8明黄褐色極小粒15%混入
7 10YR2/ l黒色粘性中締まり宿 草担入る

10YR6/8明黄褐色幡小粒5%混入
8 10YR3/2拠褐色粘性やや中締まり密
炭化物粒混入 10YR6/8明黄禍色極小粒10%混入

9 10YR4/4褐色 粘性中締まり密 草接入る
炭化物粒混入 10YR6/8明黄褐色極小位5%混入

10 1 0YR4/6褐色粘性弱 締まり苦
l OYR6/8明世褐色小粒10%混入

ト色目0.3伽

吐⑧
SK31 
l I OYR3/lll\褐色 粘性弱 締まり密
草幌入る
10YR6/8明黄禍色極小松1%弱混入

2 10YR2/ l黒色粘性弱締まり密
草根人る 炭化物栂小粒混入
10YR6/8明黄禍色極小～小粒2%混入

件 L-47.900m

rh 
"V 

E
C
C問
。
旧日
J

」内

£「

件ト

x=47601.2 
F72438.6 

下ι

SK31 

件L-51.2伽当

占「
x=475832 
F724792 

SK26 
1 10YR3/l黒褐色粘性やや中 締まり極めて密草根入る

!OYR6/6明黄褐色極小粒25%混入
2 10YR3/2県褐色粘性やや中締まり極めて密 10YR7 /6明黄褐色中粒混入

10YR6/6明黄褐色極小粒5%混入
3 IOYR4/4褐色粘性中締まり極めて密 lOYR6/6明黄禍色極小粒10%混入
4 10YR2/2黒褐色粘性中締まり極めて密 10YR4/4褐色大粒混入

IOYR6/6明黄褐色極小粒10%混入

」

SK32 
I IOYR2/I 鼎巴粘性ややゆ締まり相主主椙入る

10YR6/8明前褐色小粒～盟指大ブロ ック少虫混入
I 0YR3/3暗間色続出大2本分のブロック少量混入
10YR3/3暗尚色極小粒1 %混入

2 IOYR2/2黒筒色粘性中締まり組待担入る
I 0YR5/6質問色 IOYR6/8・ 7/6明黄禍色極小杭2%出入
10YR5/6賞制色中～大粒少品混入1OYR3/3晴椙色親指大
プロック多量混入

3 10YR3/I黒褐色粘性強締まり帆芯線入る
10YR7/6 6/8明貧褐色、 1OYR8/2田白巴極Nll2%混入
l OYR5/6 5/8l町悩色小～大粒多品混入

4 I OYR3/311音尚色粘性強蹄まり将軍棋入る
IOYR7/6・6/8明償尚色園小～大相3%混入

5 I OYR3/2鼎悩色粘性強締まり粗 核融入る
IOYR7/6 6/8明償問色園小粒2%混入
I OYR6/8明銚偶色大粒～親指大プロック多日混入

~ 孟「
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SK32 
可

十ム

SK27 
苛

可
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x-476064 ＼ 一 ／「 T
y=7258o:o ¥ ／ソ！ ..Jヘ ヘ

＋吐吐
SK33 
1 10YR3/l黒褐色 粘性中締まり粗 草棋入る炭化物小～大粒多量混入

10YR6/8明黄褐色大～極大粒少量混入10YR7/6・6/8明黄褐色頗小粒5%混入
2 10YR3/2黒褐色粘性やや中締まり中 草根入る l OYR5/8黄筒色親指大ブロック混入

10YR6/8· 7/6明黄褐色 10YR5/8黄褐色極小～中粒7%混入
3 10YR3/3暗褐色粘性中 締まり組草幌入る 10YR6/8明黄褐色拳大ブロ ソク全体の1/2を占める

x=47649.8 ー「
y=7259l.4 江川

一千 l
'¥ A', 8 

二 「 3
ブ／⑨L

十
~ 件 L=50.300m

示「
SK33 

SK28 
I 10YR2/ l以巴粘性中締まり中 部被入る

l OYR6/6 7/61別賞褐色櫛小～小粒5%埠入
2 IOYR3/2胤褐色粘性中締まりやや納車線入る

IOYR7/81省憧色 10YR7/6·6/8明質槌色極小粒
2%揖入

3 I OYR3／剖苦悩色鮎性強蹄まりを告 ,A 
IOYR7/6明前掲色傾小粒1 %弱混入 「－

IOYR6/8明黄渇色底部岨上と壁際直下に混入

件目1.4伽当

SK29 
I IOYR2/2）足尚色粘性中締まり中
草銀入る IOYR7/6 6/61川賞俗色栂小粒
3%混入

2 10YR3/2M＼禍巴 粘性中 締まり密
革担入る 1 0YR7/6明黄禍色中粒少J,l混入
10YR7/6明貧褐色極小粒1 %ヨ司幌入

件L＝川OOm崎山7
I IOYR2/2黒褐色粘性強 締まり密草幌入る

IOYR7/6 ・ 6/8明黄禍色極小～小粒10%混入
2 10YR2/l煤色粘性中締まり荷車幌入る

10YR5/8黄禍色 10YR7/6明賀補色極小粒5%混入

戸工＝51.400~可
1ι 

x= 475~6.2 
y=72570.6 

SK28 ・ 29

可

~- 

九
ド

十

件 L=52.200m ~ 

SK34 
1 10YR2/ l）！＼色粘性強締まり菅平根入る

lOY宜6/8 · 7/6明黄禍色極小粒1 %混入
2 IOYR3/ l県相色粘性強捕まり宙革担入る

I OYR6/8 ｷ 7 /6明世褐色題小粒3%混入
3 10YR3/3暗褐色粘性強締まり密草根入る

10YR6/8明貨褐色大粒少量混入
4 10YR3/2黒褐色粘性強締まり傾めて密

IOYR6/8ｷ7 /6明黄褐色同小粒2%混入
5 !OYR4/6褐色粘性強締まり密

ヲι
x=47587.8 
y=72579.2 

SIく30
1 10YR3/l鼎褐色粘性中締まり極めて密車線入る

10YR6/8明黄褐色中～極大粒少量混入10YR7/6・6/6明黄禍色帽小粒10%混入
2 10YR3/2黒褐色粘性中締まり密草根入る

10YR6/8明黄褐色中～極大粒少量混入10YR7/8黄燈色、 10YR7/6·6/8明黄褐色、
10YR8/2灰白色極小～小粒7%混入
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3. 溝状土坑
T P 01溝状土坑 （第12図、写真図版17) 

BSグリットほぽ中央に位置し、等高線に対して斜交する。 TP02 とほぼ同軸で、平行する様に位置してい

る。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 80。 Wを示す。規模は開口部で長軸360cm×短軸38cm、

底部で長軸332cm×短軸8cm、深さは最深部で1 10cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はほ

ぼ平坦である。底部から壁の長軸側はほぼ直に立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直気味に立ち上がり上端

部付近で外傾して開口部ヘ至る。短軸断面形はY字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を

基調とし6層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P02溝状土坑 （第12図、写真図版17) 

TPO l の南側、 BSグリットほぽ中央、 TPOl に平行する様に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は

細長楕円形で、長軸方向はN 77.5ー Wを示す。規模は開口部で長軸344cm×短軸38cm、底部で長軸

294cm×短軸8cm、深さは最深部で88cmを測る。底部は八戸火山灰層上位面を基底とし、底面は平坦で

ある。底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり、短軸側はほぼ直に立ち上がり開口部付近でやや外傾する。

短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 4層に分層され黒色土、黒褐色土が堆積

する。遺構内からの出土遺物はない。

十 T P03溝状土坑 （第12図、写真図版1 7) 

B8グリット北東側に位置し、等高線に対してほぼ平行する。平面形は細長楕円形で、 TP04と重複してい

る。 TP03がTP04に切られるプランで検出され、新旧関係はTP04が新しい。長軸方向はN-88.5。－ Eを

示す。規模は開口部で長軸残存値l 80cm×短軸22cm、底部で長軸残存値170cm×短軸6cm、深さは最深

部で58cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。底部から壁は長軸側、短軸側とも

ほぼ直に立ち上がり開口部へ至る。短軸断面形はU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土を

基調とし 4 層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

十

T P04溝状土坑 （第12図、写真図版18)

TP03を切るプランで検出された。等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 75ー 

-wを示す。規模は開口部で長軸推定250cm×短軸36cm、底部で長軸推定200cm×短軸6cm、深さは最

深部で62cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はほぼ平坦である。底部から壁は長軸側、短軸

側とも外傾して立ち上がり開口部へ至る。短軸断面形はU字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を

示し、黒褐色土を基調とし6層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P05溝状土坑 （第12図、写真図版18)

B9グリット西側に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-89。－ E

を示す。規模は開口部で、長軸346cm×短軸28cm、底部で長軸312cm×短軸6cm、深さは最深部で、98cm

を測る。底部は八戸火山灰層を基底としている。底面は平坦であるが、両端から中央部に向かつて若干湾曲

する。底部から壁の長軸側はほぼ直に立ち上がり開口部へ至り 、 短軸側は直に立ち上がり関口部付近で若干

4
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外傾する。短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調と し3層に分

層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P06溝状土坑（第13図、 写真図版19)

Bl 0グリットほぽ中央に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、 SKl 7 と重複してい

る。 TP06がSKl 7に切られるプランで検出され、新旧関係はSKl 7が新しい。長軸方向はN-100.5° -E 

を示す。規模は残存値で関口部が長軸262cm×短軸84cm、底部が長軸198cm×短軸28cm、深さは最深

部で126cmを測る。底部は八戸火山灰層下位層まで掘削し、底面は平坦である。底部から壁の長軸側は直

に立ち上がり中位付近から外傾して開口部へ至り、短軸側は外傾気味に立ち上がり外反しながら開口部へ至

る。短軸断面形はU字状～Y字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 7層に分層される。上位層は黒

褐色土が基調で、下位層はにぶい黄褐色土、褐色土が堆積する。遺構内からの出土遺物はない。

十

T P07溝状土坑 （第13図、写真図版19)

Bllグリット北西側に位置し、等高線に対して斜交する。本調査区内で標高が最も高い所に位置する溝状

土坑で、丘陵上に構築され標高は55.06mである。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-41 ° -Eを示す。

規模は開口部で長軸324cm×短軸28cm、底部で長軸57cm×短軸12cm、深さは中央部で140cmを測る。

底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。底部から壁の長軸側は内湾し立ち上がり、中央付近か

ら外反し開口部へ至り 、 短軸側は直に立ち上がり中位付近で外傾して開口部へ至る。短軸断面形はY字状を

呈する。 覆土は自然堆積の様相を示し、 9層に分層される。上位層は黒色士、黒褐色土が主体で、 下位層は

黄褐色土が主体となる。遺構内からの出土遺物はない。 十
T P08溝状土坑 （第13図、写真図版19)

C5グリット南東側に位置し、等高線に対してほぼ平行する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN

75.5ー Wを示す。 規模は開口部で長軸287cm×短軸62cm、底部で長軸190cm×短軸12cm、 深さは最

深部で86cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。 底部から壁の長軸側は外傾して

立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直気味に立ち上がり中位付近から外傾して関口部へ至る。短軸断面形は

Y字状を呈し、両壁共中央部で軽く屈曲する。 覆土は自然堆積の様相を示し、 黒褐色土を基調とし6層に分

層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P09溝状土坑 （第13図、写真図版20)

C7 グリットほぽ中央に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN -

55ー Eを示す。 規模は開口部で長軸298cm×短軸38cm、底部で長軸242cm×短軸16cm、深さは最深部

で、66cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦であるが北東方向に傾斜する。底部から壁の

長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は外傾気味に立ち上がり関口部へ至る。短軸断面形はほ

ぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土を基調とし5層に分層される。遺構内か らの出土

遺物はない。
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T P 10溝状土坑 （第1 3図、写真図版20)

C9グリット中央に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-80° -W  

を示す。規模は開口部で長軸378cm×短軸60cm、底部で長軸356cm ×短軸12cm、深さは中央部で

156cmを測る。底部は八戸火山灰層下位層まで掘削する。 底面は平坦であるが、西側に向かい緩やかに傾

斜する。 底部から壁の長軸側は直に立ち上がり開口部へ至り、短軸側はほぼ直に立ち上がり中位付近から開

口部に向かい外傾する。短軸断面形はU字状～Y字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 9層に分層

される。中～上位層は黒色士、暗褐色士、黒褐色士、下位層は黄褐色土、明黄褐色士、明褐色土が堆積する。

遺構内からの出土遺物はない。

-f 

T P 1 1溝状土坑 （第14図、写真図版20)

C9グリット南東側に位置し、等高線に対して平行する。 関口部平面形は楕円形で、底部平面形は細長楕

円形を呈する。 長軸方向はN- 73 . 5 。 － Eを示す。規模は開口部で長軸426cm×短軸290cm、底部で長軸

168cm×短軸33cm、深さは中央部で222cmを測る。 底部は高館火山灰層上位層を掘削し、底面は平坦で

ある。 底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がり上端付近で北壁側

は外反し、南壁側は外傾する。短軸断面形はY字状を呈する。 覆土は自然堆積の様相を示し、 14層に分層

される。中～上位層は黒色土、黒褐色土を主体とし、下位層は黄褐色士、明黄褐色土が主体となる。 下位層

の明黄褐色土の堆積土量を考慮すると開口部が崩落した可能性があり、構築時の開口部平面形は細長楕円形

であった可能性がある。 遺構内からの出土遺物はない。

十T P 12溝状土坑 （第14図、写真図版21)

D6グリット北東隅、 E6グリット境上に位置し、等高線に対してやや斜交する。 平面形は細長楕円形で、

長軸方向はN- 13. 5° Eを示す。 規模は開口部で、長軸303cm×短軸64cm、底部で長軸2 1 2cm×短軸8cm、

深さは最深部で104cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底と し、底面は平坦であるが北東側に緩やかに傾

斜する。 底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直気味に立ち上がり中位付近か

ら東壁は外反し、西壁は外傾する。短軸断面形はY字状を呈し、東壁は軽く屈曲する。覆土は自然堆積の様

相を示し、黒褐色土を基調とし9層に分層され、第l層、 4層には炭化物粒が少量混入する。遺構内からの出

土遺物はない。

T P 1 3溝状土坑 （第14図、写真図版21)

D6グリット南東隅、 一部はC6グリ ッ ト、 C7グリ ッ トに位置し、等高線に対して斜交する。 平面形は細

長楕円形で、 長軸方向はN 65.5ー  Wを示す。 規模は開口部で、長軸286cm×短軸44cm、 底部で長軸

226cm×短軸10cm、深さ は最深部で75cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は若干凹凸が見

られる。 底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は外傾気味に立ち上がり開口部へ

至る。 短軸断面形はU字状～V字状を呈する。 覆土は自然堆積の様相を示し、 8層に分層される。 黒褐色土

を主体とし、 黒色土、 暗褐色土、黒褐色土が堆積する。遺構内からの出土遺物はない。

T P 14溝状土坑 （第14図、 写真図版21)

D7グリット北西隅に位置し、等高線に対して斜交する。 平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN- 2° -W 
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を示す。規模は開口部で長軸339cm×短軸30cm、底部で長軸293cm×短軸 4cm、深さは最深部で94cm

を測る。底部は八戸火山層を基底とし、底面はほぼ平坦である。 底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり 、

短軸側は外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を

示し、 黒褐色土を基調とし5層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P 15溝状土坑 （第14図、写真図版22)

Dl Oグリット北東隅に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN

74.5ー Wを示す。規模は開口部で長軸352cm×短軸40cm、底部で長軸295cm×短軸3cm、 深さは中央

部で56cmを測る。 底部は土層対比図⑤第IV層を基底とし、底面はほぼ平坦であるが若干西側に傾斜する。

底部から壁は長軸側、短軸側とも外傾して立ち上がり開口部へ至る。短軸断面形はV字状を呈する。覆土は

自然堆積の様相を示し、黒色土を基調と し3層に分層される。 遺構内からの出土遺物はない。

-f 

T P 16溝状土坑 （第15図、 写真図版22)

E5グリット南東隅に位置し、 等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-34° -

Eを示す。規模は開口部で、長軸302cm×短軸52cm、底部で長軸206cm×短軸 1 0cm、深さは最深部で

14 1cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はやや凹凸が見られ両壁直下に落ち込みを持つ。底

部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側はやや外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。

短軸断面形はU字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調とし8層に分層され

る。遺構内からの出土遺物はない。

T P 17溝状土坑 （第15図、写真図版22)

E6グリット北西隅に位置し、 等高線に対してやや平行する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN

34ー -Eを示す。規模は開口部で長軸348cm×短軸36cm、底部で長軸302cm×短軸 3 cm、 深さは最深部

で1 16cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はやや凹凸が見られ両壁直下に落ち込みを持ち北

東側に若干傾斜する。 底部から壁の長軸側はほぼ直に立ち上がり外傾しながら開口部へ至る。短軸側は直気

味に立ち上がり、北西側は直気味のまま開口部へ至り、南東壁側は外反し開口部へ至る。短軸断面形は片側

U字状、片側Y字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 黒褐色土を基調とし7層に分層される。遺構

内からの出土遺物はない。

十

T P 18溝状土坑 （第15図、写真図版23)

Ell グリット西側に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 58ー w 

を示す。規模は関口部で、長軸355cm×短軸44cm、底部で長軸298cm×短軸4cm、深さは中央部で72cm

を測る。開口部長軸両端の比高差は70cmである。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は凹凸が見られる。

底部から壁の長軸北東壁側は外傾して立ち上がり関口部へ至り、南東壁側は直に立ち上がり中位付近から外

傾して開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり中位付近から外傾して開口部へ至る。短軸断面形はY字状を

呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 黒色土を基調とし3層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。
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T P 19溝状土坑（第15図、写真図版23)

rh 
γ 

Ell グリット北東隅に位置し、 等高線に対してやや斜交する。 平面形は細長楕円形で、長軸方向はN

67.5ー  Eを示す。規模は開口部で長軸256cm×短軸70cm、底部で長軸144cm×短軸12cm、 深さは最深

部で112cmを測る。 開口部長軸両端の比高差は56cmである。底部は八戸火山灰層を基底とする。底面は平

坦で西側に傾斜し、西壁直下には長軸28cm×短軸1 2cm、 深さ 24cmの副穴を持つ。 底部から壁の長軸側

は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がるがすぐに外傾して開口部へ至る。短軸断面形

はY字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 10層に分層される。 中～上位層は黒褐色土が

主体で、下位層は褐色土、 黄褐色土が堆積する。遺構内か らの出土遺物はない。

T P 20溝状土坑（第15図、写真図版23)

F4グ リ ッ ト南西隅、 一部E3、 E4、 F3グリットに位置し、 等高線に対して斜交する。 平面形は細長楕円

形で、長軸方向はN-81° -Eを示す。 規模は開口部で長軸349cm×短軸45cm、底部で、長軸336cm×短

軸1 3cm、深さは中央部で、90cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、 底面は平坦である。底部から壁

の長軸側は直に立ち上がり開口部へ至る。短軸側は直気味に立ち上がり、 南壁側は中位付近で屈曲、 直立し

て開口部へ至り、北壁側は若干外傾するものの直気味に開口部へ至る。短軸断面形はほぼU字状を呈し、

部T字状で、南壁は段を有する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調と し7層に分層される。

図示はしないが、 覆土第l層より敵石の敵打部の破片が1点出土している。

T P21溝状土坑（第16図、 写真図版24)

F4グリットやや東側に位置し、等高線に対して若干斜交する。 平面形は細長楕円形で、長軸方向はN

7 ー  -Eを示す。 規模は開口部で長軸346cm×短軸34cm、底部で長軸328cm×短軸1 Ocm、 深さは中央部

で106cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。 底部から壁の長軸側は直に立ち上

がり開口部へ至る。短軸側はほぼ直に立ち上がり東壁はそのまま開口部へ、 西壁は上端部付近で軽く 屈曲、

直立し開口部へ至る。短軸断面形は片側U字状、片側Y字状を呈し、西壁は軽く屈曲する。覆土は自然堆積

の様相を示し、黒色土、黒褐色土を主体に7層に分層される。

図示はしないが、覆土第l層より縄文土器片が2点出土している。

T P 22溝状土坑（第16図、写真図版24)

F5 グリットほぽ中央に位置し、等高線に対して斜交する 。 平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-

75.5ー  -wを示す。 規模は開口部で長軸3 1 9cm×短軸46cm、底部で長軸266cm×短軸8cm、 深さ は中央

部で94cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底と し、底面はほぼ平坦である。底部から壁の長軸側は外傾気

味に立ち上がり開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり南西壁側は上端部付近で屈曲、外傾気味に開口部へ

至り、 北東壁側は開口部付近で外反する。短軸断面形はT字状～Y字状を呈し、 北東壁はやや強く屈曲、南

西壁は段を有する。 覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土、黒褐色土を主体に7層に分層される。

図示はしないが、 覆土上層より縄文土器片がL点出土している。
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T P 23溝状土坑 （第16図、写真図版24)

F5グリット東側に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN 54ー  w 

を示す。 規模は開口部で長軸285cm×短軸53cm、底部で長軸226cm×短軸16cm、 深さは最深部で

108cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はほぼ平坦であるが北西側に傾斜する。底部から壁

の長軸側は外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。短軸側の北東壁側はほぼ直に立ち上がり、南西壁側は外傾

気味に立ち上がり開口部へ至る。短軸断面形はU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を

基調とし8層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P 24溝状土坑 （第16図、 写真図版25)

F7グリット北東隅に位置し、等高線に対してわずかに斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸北東端側

は木根下に延びる。長軸方向はN 57.5ー Eを示す。 規模は開口部で長軸計測値336cm×短軸54cm、底

部で長軸330cm×短軸8cm、深さは中央部で132cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦

である。底部から壁の長軸南西壁側は直に立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がり上端部付近で

若干屈曲し直気味に開口部へ至る。短軸断面形はY字状に近い形状を呈し、両壁共軽く屈曲する。覆土は自

然堆積の様相を示し、黒褐色士を基調とし6層に分層される。 遺構内からの出土遺物はない。

-f T P 25溝状土坑 （第16図、写真図版25)

F7 グリ ッ ト南東隅側に位置し、 等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN-

55ー Wを示す。規模は開口部で、長軸280cm×短軸68cm、底部で長軸142cm×短軸6cm、深さは最深部

で 1 56cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦であるが南東側にやや傾斜する。底部から

壁の長軸側は外傾して立ち上がり、短軸側は外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。 短軸断面形はU字状～V

字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 6層に分層される。 上位層は黒色士、中～下位層は黒褐色土

が主体である。遺構内からの出土遺物はない。

十

T P 26溝状土坑 （第17図、写真図版25)

Fl 0グリ ッ ト 、 F l 1 グリット境中央部に位置し、 等高線に対しでほぼ直交する。 平面形は細長楕円形で、

長軸方向はN-30° -Wを示す。 TP 2 7に近接し軸をほぼ同じくする。規模は開口部で長軸349cm×短軸

34cm、底部で長軸290cm×短軸1 Ocm、深さは中央部で102cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とし、

底面はほぼ平坦であるが北西側に傾斜する。 底部から壁の長軸北西壁側は直気味に立ち上が り 、 南東壁側は

外傾気味に立ち上がり開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり 関口部付近で若干外傾する。短軸断面形はほ

ぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土を基調とし4層に分層される。遺構内からの出土

遺物はない。

T P 27溝状土坑 （第17図、写真図版26)

Fll グリット西側、 TP26の東側に平行する様に位置し、 軸は異なるがTP28 と隣接する。等高線に対し

て斜交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 32ー  Wを示す。規模は開口部で長軸354cm×短軸

42cm、 底部で長軸314cm×短軸8cm、深さは中央部で1 34cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とする。

底面は凹凸が見られ北側に傾斜し、長軸側北壁直下に落ち込みがある。底部から壁の長軸側はほぼ直に立ち
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上がり関口部へ至り、短軸側は直に立ち上がりすぐに外傾して関口部へ至る。短軸断面形はY字状～V字状

を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 5層に分層される。上位層は黒色土、下位層は黒褐色士が堆積す

る。遺構内からの出土遺物はない。

T P28溝状土坑（第1 7図、 写真図版26)

Fl 1 グ リ ッ ト中央やや西側、 TP27の北東に位置し、等高線に対して直交する。 平面形は細長楕円形で、

長軸方向はN-65° -Wを示す。規模は開口部で長軸396cm×短軸40cm、底部で長軸371cm×短軸4cm、

深さは中央部で64cmを測る。開口部長軸両端の比高差は72cmで、ある。底部は八戸火山灰層を基底とし、

底面は南東壁直下に若干の落ち込みを持ち北西側に傾斜する。底部から壁の長軸側はやや外傾して立ち上が

り開口部へ至り、短軸側はほぼ直に立ち上がりすぐに外傾して開口部へ至る。短軸断面形はY字状～V字状

を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色士を基調と し3層に分層される。遺構内からの出土遺物はな

い。

T P 29溝状土坑（第17図、 写真図版26)

Fll グ リ ット北側に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-53° W 

を示す。 TP38と近接し軸はほぼ同じで平行する様に位置する。規模は関口部で長軸3 1 5cm×短軸35cm、

底部で長軸240cm×短軸4cm、深さは中央部で1 13cmを測る。開口部長軸両端の比高差は52cmである。

底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。 底部から壁の長軸北西壁側は外傾して立ち上がり 、 南

東壁側は直に立ち上がり 中位付近から外傾して開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり上端部付近で外傾し

て開口部へ至る。短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調とし6

層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P30溝状土坑 （第17図、写真図版27)

Fll グリット中央に位置し、等高線に対して斜交する。軸は異なるがTP31に隣接する。平面形は細長楕

円形で、長軸方向はN 27.5ー  -wを示す。規模は関口部で長軸354cm ×短軸86cm、 底部で長軸

296cm×短軸20cm、深さは中央部で1 1 6cmを測る。 底部は高館火山灰層上位面を基底とし、 底面は平坦

であるが緩やかに北西側に傾斜する。底部から壁の長軸南東側は内湾気味に、北西壁側は外傾して立ち上が

り開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がりすぐに外傾して開口部へ至る。短軸断面形はY字状～V字状を呈

する。覆土は自然堆積の様相を示し、 6層に分層される。上位層は黒褐色土が主体で、下位層は黄褐色土、

明黄褐色土が堆積する。 遺構内からの出土遺物はない。

T P31溝状土坑 （第18図、 写真図版27)

Fll グリッ卜中央東側、 TP30の東側に位置し、等高線に対して斜交する。平面形は細長楕円形で、 長軸

方向はN- 38° -Eを示す。規模は開口部で長軸279cm×短軸67cm、 底部で長軸183cm×短軸5cm、 深

さは中央部で1 1 2cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦であるが緩やかに南西側に傾斜

する。底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がりすぐに外傾して開

口部へ至る。短軸断面形はY字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 黒色土、黒褐色土を主

体とし6層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

40 

rh 
"f 

ト

十

「



」 〆h
γ ［七

T P 32溝状土坑 （第18図、写真図版27)

Fll グリット北東隅、 Gll グリット境上に位置し、等高線に対してやや斜交する。平面形は細長楕円形で、

長軸方向はN 42ー Wを示す。規模は開口部で長軸376cm×短軸74cm、底部で長軸390cm×短軸9cm、

深さは中央部で151cmを測る。開口部長軸両端の比高差は84cmである。底部は八戸火山灰層を基底とし、

底面は平坦であるが北西側に傾斜する。底部から壁の長軸側は内湾して立ち上がり直気味に開口部へ至り、

短軸側は直に立ち上がり中位付近から外傾して開口部へ至る。長軸断面形は底部から中位付近にかけてオー

バーハングし、短軸断面形はY字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 8層に分層される。

上位層は黒色土、黒褐色土が主体で、下位層は褐色土、黄褐色土が主体となる。遺構内からの出土遺物はな

しし

-f 

T P33溝状土坑 （第四図、写真図版28)

G6グリット南側、 F6グリット境付近でTP34と平行する様に位置し、軸もやや近似する。等高線に対し

て斜交する。長軸北西端は調査区外へ延びる。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-30。－wを示す。規

模は開口部で長軸計測値222cm ×短軸44cm、 底部で長軸計測値212cm ×短軸14cm、深さは最深部で

92cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。底部から壁の長軸南東壁側は外傾気味

に立ち上がり開口部へ至る。短軸側はほぼ直に立ち上がり、南西壁側は外傾しながら開口部へ至るが、北東

壁側は上位部で屈曲、外傾して開口部へ至る。短軸断面形はV字状～Y字状を呈し、北東壁中央部に段を有

する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調とし7層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

十T P 34溝状土坑（第18図、写真図版28)

G6グリット南東側、 F6グリット境付近でTP33の東側に位置し、等高線に対して斜交する。 TP33 と同様

長軸北西端は調査区外へ延びる。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 43.5ー Wを示す。規模は開口部

で長軸計測値310cm×短軸58cm、底部で長軸計測値299cm×短軸1 2cm、深さは最深部で122cmを測る。

底部は八戸火山灰層を基底とし、底面はほぼ平坦である。底部から壁の長軸南東壁側は外傾気味に立ち上が

り開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がり上端部付近で外反する。短軸断面形はY字状を呈する。覆土は自

然堆積の様相を示し、黒褐色土を基調とし7層に分層される。

覆土第1 、 2層より縄文土器片が2点ずつ出土している。ほとんと、小破片で摩滅しているが、その内 1点を

図示した。 No. 2は深鉢の胴部片である（第22図、写真図版33）。

T P 35溝状土坑 （第18図、写真図版28)

Gll グリット西側、 GlOグリット境中央に位置し、等高線に対して直交する。本調査区内で標高が最も低

い所に位置する溝状土坑で、埋没谷底部に構築され標高は43.82mである。平面形は細長楕円形で、長軸方

向はN-54。 － wを示す。 TP36 、 39 と軸はほぼ同じで平行する様に位置する。規模は開 口部で長軸

373cm×短軸27cm、底部で長軸313cm×短軸7cm、深さは中央部で、67cmを測る。底部は八戸火山灰層

を基底とし、底面は平坦であるが北西側に若干傾斜する。底部から壁の長軸北西壁側は外傾して立ち上がり 、

南東壁側はやや外傾して立ち上がり開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり上端部付近で若干外反する。短

軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土を基調とし3層に分層される。遺構

内からの出土遺物はない。
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T P 36溝状土坑 （第1 9図、写真図版29)

rh 
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Gll グリット西側、 TP35の東、 TP39の南西に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形

で、長軸方向はN- 51 ° -Wを示す。規模は関口部で長軸361cm×短軸47cm、底部で長軸298cm×短軸

l lcm、深さは中央部で98cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とする。底面は南東壁直下に落ち込みが

あ り、中央やや南東側付近から再び落ち込み北西側に緩やかに傾斜する。底部から壁の長軸側は外傾して立

ち上がり開口部ヘ至り、短軸側は直に立ち上がり中位付近から外反し開口部へ至る。短軸断面形はY字状を

呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土を基調とし3層に分層される。 遺構内からの出土遺物はない。

T P 37溝状土坑 （第19図、 写真図版29)

Gl 1 グリット西側、東に隣接するTP4 1 と軸はほぼ同じで、平行する様に位置する。等高線に対して直交

する。 平面形は細長楕円形で、長軸方向はN 60.5ー  Wを示す。 規模は開口部で長軸360cm×短軸57cm、

底部で長軸324cm×短軸1 Ocm、 深さは最深部で84cmを測る。 底部は八戸火山灰層を基底とする。 底面は

北西壁、南東壁直下並びに中央やや南東側に落ち込みを持つ。底部から壁の長軸北西側は直に立ち上がり 開

口部へ至 り 、 南東壁側は直に立ち上がり中位付近から外反し開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり 中位付

近から外反する。 短軸断面形はY字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 4層に分層される。上位層

は黒色土、下位層は黒褐色土が堆積する。遺構内からの出土遺物はない。

T P38溝状土坑 （第1 9図、 写真図版29)

Gll グリット南側、 TP29の北側に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向

はN-57° -Wを示す。 規模は開口部で長軸344cm×短軸3 1cm、底部で長軸314cm×短軸8cm、深さは

中央部で66cmを測る。 開口部長軸両端の比高差は74cmである。 底部は八戸火山灰層を基底とし、 底面は

ほぼ平坦であるが北西側に傾斜する。底部から壁の長軸側は直気味に立ち上がり開口部へ至り 、 短軸側はほ

ぼ直に立ち上がり開口部付近で若干外反する。短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を

示し、黒色土3層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P39溝状土坑 （第19図、写真図版30)

Gll グリット中央北側に位置し、 若干距離があるがTP36の北東側、 軸は異なるもののTP40に隣接する。

等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、長軸方向はN-56.5。 －Wを示す。規模は関口部で長軸

381cm×短軸40cm、底部で長軸4 1 7cm×短軸5cm、深さは中央部で92cmを測る。 底部は八戸火山灰層

を基底とし、底面は平坦であるが北西側に緩やかに傾斜する。 底部から壁の長軸北西壁側は内湾して立ち上

がり 内傾して開口部へ至り、南東壁は内湾気味に立ち上がり直に開口部へ至る。短軸側は直に立ち上がり上

端部付近で外傾する。長軸断面は北西壁側が大きくオーバーハングし、 南東壁側は極わずかにオーバーハン

グする。短軸断面形はほぼU字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、黒色土、黒褐色土を主体に6層

に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P 40溝状土坑 （第19図、 写真図版30)

Gl l グ リ ッ ト北側、 TP39の北東に位置し、 等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向

はN- 75° -Wを示す。 規模は開口部で長軸358cm×短軸56cm、底部で長軸34 1 cm×短軸8cm、深さは
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中央部でl32cmを測る。 開口部長軸両端の比高差は50cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底と し、 底面は

平坦である。底部から壁の長軸西壁側は外傾気味に立ち上がり、 東壁側は直気味に立ち上がり 開口部へ至る。

短軸側は直に立ち上がり上端部付近で外反する。短軸断面形はY字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示

し、黒色土、 黒褐色土を主体に6層に分層される。遺構内からの出土遺物はない。

T P41溝状土坑 （第20図、写真図版30)

Gll グリットほぽ中央、 TP37の東側に位置し、等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸

方向はN 56ー  Wを示す。 規模は開口部で長軸379cm×短軸54cm、底部で長軸288cm×短軸9cm、深

さは中央部で46cmを測る。関口部長軸両端の比高差は66cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底

面は南東壁直下に落ち込みがあり、さらに中央南東側から再び落ち込み北西側に傾斜する。底部から壁の長

軸側は外傾して立ち上がり 開 口部へ至り、短軸側は直に立ち上がり中位付近で外傾して開口部へ至る。 短軸

断面形はY字状を呈する。 覆土は自然堆穫の様相を示し、 黒色土、黒褐色土を基調とし7層に分層される。

遺構内からの出土遺物はない。

十

T P42溝状土坑 （第20図、写真図版3 1 )

G l 2グリット中央に位置し、等高線に対してやや斜交する。 平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN-

12.5ー -Wを示す。規模は開口部で長軸389cm×短軸73cm、底部で長軸258cm×短軸20cm、 深さは中

央部で1 1 2cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は北壁直下にわずかに落ち込みが見られる。

底部から壁の長軸側は外傾して立ち上がり 開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がりすぐに外傾して開口部へ

至る。短軸断面形はU字状～V字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 6層に分層される。中～上位

層は黒褐色土、暗褐色土が主体で、下位層に黄褐色土が堆積する。

覆土第1層より縄文土器片が約40点、 第2、 3層より各1点ずつ出土しているが、ほとんど小破片で摩滅し

ている。その内4点を図示した。 No.3は深鉢の口縁部片、 No.4は深鉢の胴部片で隆帯が貼り付けられる。 No.5

は深鉢の底部、 No.6は深鉢の胴部片で第2層から出土している（第22図、写真図版33） 。

T P43溝状土坑 （第20図、 写真図版3 1 )

Gl2グ リ ッ ト北東隅、 Hl 2グ リ ッ 卜境上に位置し、 等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、

長軸方向はN - 53.5 ° - Wを示す。 規模は開口部で長軸314cm×短軸48cm、底部で長軸218cm×短軸

8cm、深さは中央部で102cmを測る。底部は高館火山灰層上位層を基底と し、底面は平坦である。 底部か

ら壁の長軸側は外傾して立ち上がり開口部へ至り、短軸側は直に立ち上がり中位付近か ら外傾して開口部へ

至る。短軸断面形はY字状を呈する。覆士は自然堆積の様相を示し、 4層に分層される。上位層は黒褐色土、

暗褐色土、下位層は褐色士が堆積する。

図示はしないが、覆土第2層より縄文土器片が7点出土している。 ほとんどが小破片で摩滅している。

T P44溝状土坑 （第20図、写真図版31)

H ll グ リ ッ ト東側、 H l 2グ リ ッ ト境上に位置し、 等高線に対して斜交する。 平面形は細長楕円形で、 長

軸方向はN-39。－Wを示す。 規模は開口部で、長軸226cm ×短軸41cm、 底部で長軸1 86cm×短軸5cm、

深さは中央部で60cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は平坦である。底部から壁の長軸側は
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外傾して立ち上がり開口部ヘ至り、短軸側は直に立ち上がり中位付近から外傾して開口部へ至る。短軸断面

形はY字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 3層に分層される。

覆土第2層より縄文土器片が3点出土しており、それらを図示した。いずれも同一個体と考えられ、 No.7 、

8は深鉢の胴部片、 No.9は深鉢の口縁部片である（第22図、写真図版33） 。

T P45溝状土坑（第20図、写真図版32)

H12グリット中央やや東側に位置し、 等高線に対して直交する。平面形は細長楕円形で、 長軸方向はN-

88.5ー -wを示す。規模は開口部で長軸298cm×短軸54cm、底部で長軸204cm×短軸10cm、深さは中

央部で1 05cmを測る。底部は八戸火山灰層を基底とし、底面は東壁直下と中央部に落ち込みを持つ。 底部

から壁の長軸東壁側はほぼ直に、西壁側は外傾して立ち上がり 開口部へ至る。 短軸側はほぼ直に立ち上がり

中位付近から外傾して開口部へ至る。短軸断面形はY字状を呈する。覆土は自然堆積の様相を示し、 6層に

分層される。中～上位層は暗褐色土が主体で、下位層には黄褐色土、明黄褐色土が堆積する。

覆土第l層より縄文土器片が4点、第2、 3層より 2点ずつ出土しているが、 ほとんど小破片で摩滅してい

る。その内2点を図示した。 No.10、 11 は深鉢の口縁部片である（第22図、写真図版33）。また、第3層より

敵磨石が 1 点出土している（第22図、写真図版33）。
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TPO! 
1 10YR2/1黒色粘性中締まり中草根入る 10YR6/6明黄褐色粒10%混入

2 10YR3/2黒褐色粘性中締まり中草根入る！OYR5/6黄褐色粒5%混入

3 10YR3/1黒褐色粘性中締まり粗草根入る 10YR6/6明黄褐色粒10%混入

4 10YR2/1黒色粘性中締まり粗草棋入る 10YR5/6黄褐色粒3%混入

5 10YR2/2黒褐色粘性中締まり粗草幌入る 10YR5/6黄同色粒5%混入

6 10YR2/3県褐色粘性強締まり粗 10YR5/6黄褐色粒2%混入
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TP03 
1 1 0YR2/1銀色粘性中締まり粗草根入る 10YR6/6明黄褐色粒極微量混入

2 !OYR!.7/1謀色粘性中締まり粗 10YR6/6明黄褐色粒極惜量混入
3 1 0YR3/2県褐色粘性中締まり粗
4 ! OYR2/1黒色粘性中締まり粗
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TP04 
1 10YR2/1黒色粘性弱締まり粗草担入る 10YR6/6明黄褐色粒3%混入

2 10YR3/1黒褐色粘性中締まり中草根入る 10YR6/6明黄禍色粒10%混入

3 10YR3/2黒褐色粘性中締まり粗 10YR6/6明黄褐色粒 15%混入

4 10YR2/2謀褐色粘性中締まり粗草根入る !OYR6/6明黄褐色粒3%混入

5 !OYR2/1黒色粘性弱締まり粗草根入る 10YR4/4褐色、！ OYR6/6明黄褐色粒

極微量混入
6 !OYR3/1黒褐色粘性強締まり粗草根入る

TP05 
1 10YR2/1黒色粘性弱締まりやや中 10YR6/6明黄褐色粒5%混入

2 10YR3/2黒褐色粘性強締まり組 10YR6/6明黄褐色粒5%混入

3 10YR3/1黒褐色粘性中締まり粗
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TP06 
1 10YR2/2~.＼褐色 粘性やや中締まり極めて菅 平恨入る !OYR7/8黄燈色、 10YR7/6明黄褐色
中粒少E混入10YR7/6明黄褐色傾小粒10%混入

2 10YR3/2~.l褐色粘性やや中 締まり憎めて積 10YR6/8明黄褐色、 !OYR7/8黄僚色中粒少量混入
!OYR7/6明黄褐色 10YR6/8明貰褐色極小粒20%混入

3 ! OYR3/lm褐色粘性樹締まり笹川YR6/6 ・7/6明黄褐色極小粒20%混入
4 ! OYR4/31こぶい黄褐色粘性中 締まり極めて密 !OYR7/6明黄禍色中粒少虫混入
5 I OYR5/4にぷい世褐色粘性中 締まり密
6 I 0YR5/8貨同色粘性中 締まり密
7 1 0YR4/6同色粘性中 締まり密
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TP07 
1 10YR2/1黒色粘性やや中締まり密草根入る
2 ! OYR!.7/ 1黒色粘性中締まり組草根入る JOYR8/4浅黄燈色極小粒悟微虫混入
3 10YR2/2黒褐色粘性やや中締まり甑めて官草根人る IOYR6/8・ 7/6明前褐色
小粒少fill毘入10YR7/8黄慢色極小粒7%混入

4 10YR3/3暗褐色粘性やや中 締まり宙 10YR7/6明世褐色小粒骨量混入10YR7/8
前怪色面小粒1 0%混入

5 IOYR3/1県褐色粘性中締まり宮 1 0YR7/6明苗尚色小粒少量混入10YR7/8黄燈色
極小粒15%混入

6 !OYR4/4褐色粘性中締まり中 10YR7/8黄信色小粒3%混入
7 I OYR5/4にぶい黄禍色粘性中締まり密
8 10YR5/6黄禍色粘性中締まり密
9 10YR5/8黄褐色粘性中締まり密
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十
TP09 
1 !OYR2/1出色粘性弱 締まり粗！OYR6/6明賞褐色粧3%弱混入
2 !OYR!.7/1煤色 粘性中締まり粗 市娘入る I OYR6/6明前褐色粒7%混入
3 !OYR!.7/ 1 11.\色粘性中締まり常 時相、 木棋入る ！OYR5/6黄禍色粒1%弱混入
4 ! OYR3/l!M褐色 粘性中 締まり粗草様入る !OYR5/6黄褐色 10YR6/6明賞褐色
粒30%混入

5 1 0YR2/1出色粘性やや中 締まり粗草根入る
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TPIO 
1 I OYR!.7 / 1!.I.\色粘性強 締まり粗 Y,t根入る
2 ! OYR2/ HI.＼色粘性強締まり粗草根入る 10YR6/6明賞褐色極小粒1 %弱混入
3 !OYR3/3暗褐色粘性強締まり粗草棋入る
4 !OYR3/ 1媒褐色粘性強 締まり粗草根入る !OYR7/6明黄禍色 !OYR5/6黄禍色傾小粒

1 %弱混入
5 10YR3/3暗褐色粘性強 締まり中 !OYR7/6明黄禍色、！OYR5/6黄褐色樹小粒極微E混入
6 1 0YR4/6褐色 粘性中 締まり密
7 1 0YR5/8黄褐色 粘性中締まり密
8 1 0YR6/8明黄褐色粘性中 締まり街
9 7.5YR5/6明褐色粘性中締まり街
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十
TPll 
I I OYR2/ l鼎色 粘性強 締まり笹草寝入る IOYR7/6明賛褐色傾小粒1%弱混入

2 10YR3/3暗褐色粘性強 締まり倒的てff; 1,1根入る

3 10YR3/l県褐色粘性強締まり倒的て？軒

4 10YR2/l黒色粘性強締まり密草棋入る 10YR7 /6·6/6 · 6/8明黄禍色同小～小粒2%混入

5 10YR3/l黒褐色粘性強締まり倍草根入る 10YR7/6明苗褐色極小～小粒1 %混入

6 10YR3/2!M褐色粘性強締まり傾めて帝草根入る
10YR7/6・ 6/6明黄掲色極小～中粒3%混入

7 10YR2/l県色粘性強草根入る 10YR7/6明黄裕色極小～小粒2%混入

8 10YR3／】斜褐色粘性強締まりやや粗 1,1根入る IOYR7/6明黄褐色極小～小粒7%混入

9 I OYR3/2黒褐色粘性強締まりやや粗平棋人る

IOYR5/6策褐色小粒～観指大ブロァク主体の 1/3を占める
10 I 0YR5/8黄褐色粘性中締まり奮

11 7.5YR3/21且褐色粘性中 締まり粗 10YR6/8明黄褐色拳大ブロック混入

12 10YR7/6明黄褐色粘性中 締まり密
13 7.5YR5/6明褐色粘性中 締まり密
14 IOYR6/8明黄禍色粘性中締まり粗 10YR2/ I黒色土帯状に混入

TP12 
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TP12 
1 10YR3/ l黒褐色粘性中 締まり術革根入る炭化物粒少量混入

2 1 0YR2/2黒褐色粘性やや中締まり骨l 草恨入る 10YR4/4褐色粒左壁際に混入

3 1 0YR2/2黒褐色粘性やや中 締まり描草根入る 10YR4/4褐色粒右壁際に浪人

10YR7/6明賞褐色小粒1%混入
4 IOYR3/2以褐色粘性中締まり密草組入る炭化物粒少量混入

5 I OYR4片岡色粘性中 締まり密
6 IOYR2/3黒褐色粘性中締まり密草栂入る 10YR6/6明黄禍色、

IOYR5/6黄禍色粒10%混入
7 10YR3/2黒褐色粘性強締まり密 10YR5/6黄褐色粒20%混入

10YR6/6明黄褐色粒少量混入
8 10YR3/l黒褐色粘性強締まり官 10YR5/6黄褐色粒3%混入

9 10YR3/3暗褐色粘性強締まり帝

~ TP13 
1 10YR2/l出色粘性やや中締まり極めて密 10YR5/8黄尚色極小粒極微量混入

10YR6/8明黄褐色小粒少量混入
2 10YR3/2鼎褐色粘性中締まり宿 10YR6/8明黄禍色小～中粒少箆混入

3 10YR3/l県褐色粘性中締まり密 10YR5/6黄褐色小粒5%混入

!OYR6/8明黄褐色小～中粒少量混入

4 10YR3/4暗尚色粘性中締まり密 IOYR6/8明黄褐色小粒少虫混入

5 IOYR2/I黒色粘性弱締まり密 IOYR5/6黄褐色極小粒微量混入

IOYR6/8明賞褐色極小粒2%混入

6 1 0YR3/3暗褐色粘性中締まり中 10YR6/8明黄褐色小粒少量混入

IOYR5/6前向色極小粒微量混入

7 ! OYR3/ l掠褐色粘性中締まり官 10YR6/8明賛褐色小粒少量混入

IOYR5/6黄褐色極小粒3%混入
8 1 0YR2/2鼎国色粘性中締まり密 10YR6/8明黄褐色小粒少量混入

TP14 
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TP14 
1 10YR3/l黒褐色粘性やや中 締まり極めて密草幌入る 10YR5/6黄褐色極小粒5%混入

2 10YR2/2且l褐色粘性中締まり極めて密 草根入る 10YR5/6貴褐色極小粒2%混入

3 10YR3/2県褐色粘性強締まり極めて宮 10YR5/6黄褐色極小粒極微量混入

10YR4／日褐色粒混入

4 10YR3/3階褐色粘性中締まり粗 IOYR4/6褐色極大粧混入

5 I 0YR2/2県褐色粘性中締まり粗

TP15 
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TPl5 
1 IOYR2/ l !l\色粘性中 締まり中 草般入る 10YR7/6明黄褐色、

IOYR5/8世褐色極小粒5%混入
2 IOYR3/ 1黒褐色 粘性強締まりやや組 IOYR7/6明黄褐色傾小粒1 5%混入

3 IOYRl.7/1黒色粘性強締まり密
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TPl8 
l lOYR2/l黒色粘性中締まり密草櫨入る 10YR7/6·6/8明黄褐色極小粒1 %混入
2 lOYRl.7/l黒色 粘性強締まり粗草根入る 10YR6/8明黄褐色極小粒1 %弱混入
3 lOYR3/l黒褐色粘性強締まり粗 ややポサボサしている

rh 
γ lb_ 

TP19 

4「
下ι

I ＿！！与同「
＼
J
F

亡二三区二二二二コ

⑥ 吐x=47617.2 
y=72577.6 

戸L ドL L-48.SOOm 判 判

TPl9 
l I 0YR2/l黒色粘性中締まり密草根、木根入る l OYR6/6明黄褐色、

I OYRS/8黄褐色小粒少量混入
2 lOYR3/2黒褐色 粘性中締まり慣めて密車線入る

lOYR6/6ｷ6/8ｷ7 /6明貴褐色栂小～小粒5%混入
3 l OYR3/ l黒褐色 粘性中締まり密 草棋、 木根入る

l0YR7/6 · 6/8明黄禍色極小～中粒10%混入
4 10YR3/3暗褐色粘性中締まり械めて密 草根入る

lOYRS/8黄褐色、 JOYR6/8・ 7/6明黄褐色極小粒10%混入
5 lOYR2/2黒褐色粘性強 締まり極めて密草根入る

l0YR7/6 · 6/8明黄褐色極小～中粒15%混入
6 JOYR3/2黒褐色粘性強締まり極的て密草幌入る

lOYR6/8 · 7/6明黄褐色栂小～中粒15%混入
7 lOYR3/l黒褐色粘性強締まり極めて密草担λる

lOYRS/6黄禍色大粒主体の l/3を占める
8 lOYRS/6黄褐色粘性強締まり極めて語 草綬入る
9 lOYRl.7/ 1黒色粘性強締まり極めて桜 草根入る

!OYRS/6黄褐色大粒少凪混入
10 l0YR4/4褐色粘性強締まり粗
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件
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⑧ 判

TP20 
l lOYR2/l黒色 粘性強締まり密草根入る lOYR3/4暗褐色小粒右壁際に混入
2 l0YR2/2黒褐色粘性強締まり極めて栴草根入る l0YR3/4暗褐色小粒右壁際に混入
3 IOYR3/2黒褐色粘性強締まり傾めて柑 草根入る l0YR3/4暗褐色中粒両壁際に混入
4 lOYR3/ l黒絹色粘性強締まり桶めて甜草根入る IOYR4/4褐色大粒中央に混入
5 10YR2/ l黒色 粘性中締まり梓』，，根入る
6 1 0YR2/2黒褐色粘性強締まり組草根入る
7 10YR3/2黒禍色粘性強 締まり中 1 0YR5/6黄褐色親指大ブロック混入

。 1 : 60 2m 
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件 L-45.800m i企 i与 ~ 占ー L-46.300m ドL 五礼 ~ 

TP21 
1 10YR2/1黒色粘性中締まり密草根入る
2 !OYR3/1巣褐色粘性中 締まり極めて密草根入る IOYR3/3暗褐色小粒左壁際に浪人
3 !OYR!.7/1黒色粘性中締まり密草根入る 10YR3/3暗褐色小粒混入

4 10YR3/1鼎褐色粘性強締まり中草根入る 10YR3/3暗褐色小粒混入
5 10YR2/1/li.色粘性強締まり中草娘入る
6 10YR3/2烈褐色 粘性強締まり中 草根入る
7 10YR2/ 1鼎，色粘性強締まり密 10YR5/6貴褐色小粒少量混入

TP23 
1 !OYR3/1黒褐色粘性中 締まり中 草幌入る
2 10YR2/2黒褐色粘性中 締まり密 草根入る 10YR3/4暗褐色粒左壁際に少量混入

3 10YR3/1黒褐色粘性中締まり官 草寝入る！OYR3/4暗褐色中粒混入
4 10YR2/1黒色粘性中 締まり密 革担入る !OYR3/4暗褐色粒主体に混入
5 10YR2/2黒褐色粘性強 締まり密 /ii根入る !OYR5/6黄褐色小位混入
6 lOYRl.7/1繰色粘性強締まり密 r；，根入る 10YR3/4暗褐色小～大粒少量混入
7 !OYR3／！黒褐色粘性強締まり粗 草根入る 10YR3/4暗褐色大佐混入

!OYR4/4褐色小粒少量混入

8 IOYR3/2黒褐色粘性強締まり中 草般入る !OYR3/4暗褐色小粒少監混入

TP22 
~ ＋円7日0.8 TP25 

下、 )( x=47620.6 
y=724956 

件 L-45.900m

戸LE

「 占
「 Cて一二二二二二二二〉 ~ 

-f 主可円四1.0
y=72493.2 ~ ⑨ 

戸一 L-47.500m 件 主→ 』討 十
TP22 
1 ! OYR2/ 1黒色 粘性やや中締まり密 草根入る 10YR2/3黒褐色粒混入

2 !OYR3/ 1黒褐色粘性中締まり密草根入る lOYRl.7/1黒色大粒混入10YR3/3暗褐色大粒混入
3 10YR2/ 1黒色粘性中締まり密草恨入る 10YR3/3暗褐色小粒混入

4 10YR3/1黒褐色粘性中締まり密草根入る
5 !OYR2/2黒褐色粘性中締まり密 草根入る

6 !OYR2/ 1黒色粘性中締まり宮草根入る
7 10YR3/1黒褐色粘性中締まり中草根入る

木根

TP25 
1 10YR2/1黒色粘性弱締まり密草担入る

IOYR6/8明黄褐色粒7%混入
2 !OYR!.7/ 1黒色粘性中締まり密草根、 木棋入る !OYR5/6貴褐色

JOYR6/6明黄褐色粒20%混入
3 10YR2/2黒褐色粘性中 締まり密 草根木根入る 10YR5/6黄褐色、

1 0YR6/6明黄褐色粒15%混入
4 10YR2/3黒褐色粘性中締まり密 10YR6/6明黄褐色粒5%混入
5 10YR3/3暗褐色粘性中締まり密草根入る

10YR6/6明黄褐色粒3%混入
6 10YR2/3黒褐色粘性中締まり密草根入る

TP24 

一台
〉町 x=476泊。

y=72499.0 

島
「

t旦

下、

件当
⑨ 

~ 

TP24 
1 10YR2/ 1黒色粘性弱締まり中 草根入る
2 1 0YR2/2黒褐色粘性弱締まり中草娘、 木根入る !OYR3/4暗褐色粒混入
3 10YR2/3黒褐色粘性やや中締まり中 草根入る !OYR3/4暗褐色大粒混入

10YR7/6明黄褐色桂混入
4 10YR3/ 1黒褐色粘性中締まり組草根入る 10YR3/4時間色大粒混入
5 10YR3/2黒褐色粘性やや中 締まり粗草根入る !OYR7/6明黄褐色粒混入
6 ! OYR2/2黒褐色粘性中締まり祖 草根入る !OYR2/2！！＼褐色粒混入

。 1 : 60 2m 
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TP26 
I JOYR2/l斜色粘性強締まり菅平根入る !OYR3/3暗褐色極大粒右壁下に少量混入
2 !OYR3/l県柏色粘性強締まり極めて密草根入る

IOYR3/3時禍色極大粒右壁下に少量混入
3 lOYRl.7/1黒色粘性中締まり粗草模入る
4 10YR2/2黒褐色粘性中締まり中

TP27 に
》
件

J「

十

戸⑨モL

件目5.7蜘1 当ドL

TP27 
l ! OYR2/l銀色粘性強締まり瓶詰棋入る 10YR7/6明黄褐色極小粒1%混入

1 0YR3/3暗禍色拳大ブロック右壁際に少量混入
2 lOYRl.7/1黒色粘性強締まりやや組草幌入る
3 10YR3/l黒褐色粘性強締まり粗草寝入る !OYR6/6明賞尚色極小粧3%混入
4 10YR3/2黒褐色粘性強締まり粗

5 10YR4/4褐色粘性強締まり極めて密

TP28 
x=476312 
y-7256'4 

~ ぶ「

~ト

占r門間口
y-725648 1三L @ 

件 Lコ46.000m ~ ドと

TP28 
l l OYRl.7/1黒色粘性中締まり中草根入る 10YR3/3暗褐色極大粒少量混入
2 10YR2/l鼎色粘性強締まりやや組草接入る 10YR3/3時褐色極大粒少量混入
3 10YR3/l出褐色粘性強締まり中 草幌入る 10YR3/3暗褐色極大粒少量混入

第 17図 溝状土坑
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TP29 
x=476:l68 

同戸L ’

〉て円2問β

ドi 争当件 L三45.800m 当

TP29 
l 10YR2/2ll'，褐色粘性強締まり粗草般入る

2 IOYR4/4褐色粘性中締まり中 l,Y般入る
IOYR6/6 ・ 7/6明黄禍色極小～中粒15%混入10YR8/2灰白色粒極微量混入

3 IOYR3/2黒褐色粘性強締まり中草根入る
10YR6/6明黄褐色極小粒1%混入IOYR3/3暗褐色極小粒右壁際に極間最混入

4 10YR3/l黒褐色粘性中締まり中草般入る IOYR3/3暗褐色拳大弱ブロック混入
10YR5/6黄禍色極大粒左壁一FIこ混入

5 10YR2/l黒色粘性強締まり粗 1OYR6/6 · 6/8明黄褐色極小粒10%混入
6 lOYRl.7/1黒色粘性中締まり密

TP30 

十J「
x=47625.8 
y-725738 

私

主］ι
「

⑨
 ~ L三47.300m 川

「

吐

ドi

L
「

TP30 
l !OYR2/ l黒色粘性強締まり密草根入る 10YR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒10%混入
2 IOYR2/2黒褐色粘性強締まり中車線入る

IOYR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒15%混入10YR5/6黄尚色泉大ブロック左壁際に多量混入
3 IOYR3/2黒褐色粘性強締まり粗草根入る

I OYR6/8明黄禍色縦指大ブロック多量混入10YR5/6黄禍色拳大ブロック左壁際に少量混入
4 I OYR5/6黄悩色粘性強締まり宙草根入る

2.5YR6/4にぶい黄色拳大ブロック左壁際に混入（粘土質）
5 IOYR3/l黒尚色粘性強締まり極めて密草膿入る

10YR6/8 · 7/6明黄褐色極小～中粒20%混入
6 10YR6/6明黄褐色粘性強締まり極的て寄草般入るほぽ粘土質
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TP31 
l 10YR2/l煤色粘性強締まり密草根入る
2 10YR3/ l県褐色 粘性強締まり中 草裡入る 10YR6/8・7/6明黄褐色極小粒10%混入
3 10YR3/2県間色 粘性中締まり密草担入る 10YR6/6ｷ6/8ｷ7 /6明賞褐色極小粒15%混入
4 JOYR2/2出褐色粘性中締まり密 JOYR5/8黄禍色拳大ブロック右蛍上方に混入

JOYR6/6明賛褐色極小魁3克混入
5 JOYR5/6黄褐色粘性強 締まり中 草根入る JOYR2/1 ！！：色拳大ブロック上方に混入
6 JOYR2/ l黒色粘性強 締まり中

TP32 
下 x=476380 

y=72577.0 

ヲι

十 戸一 ι＝ヱご二二二三ご二三二二とえでご二ご寸二ヨ 主与
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y=72574.0 」r、

当
⑧ 

戸一 L~47.200m • • 

TP32 
l lOYRl.7/1黒色粘性中 締まり密 10YR2/2照褐色親指大ブロック左壁際に少量混入
2 10YR2/1黒色 粘性中 締まり中草根入る 1 0YR5/6蹟褐色、 l OYR6/8明世褐色極小～
中粒2%混入1 OYR3/2黒褐色親指大強ブロッ ク両壁陳に少量混入

3 10YR3/l黒褐色粘性強締まり中草檀人る 1 0YR5/6黄褐色 JOYR6/6 · 6/8明賞褐色
極小～中粒7%混入

4 10YR2/2黒褐色粘性強締まり密草岨入る 10YR5/6黄褐色拳大強ブロ yク左壁際に
混入1 0YR6/8明黄褐色極小粒2%混入

5 10YR4/4褐色粘性中締まり中
6 7.5YR4/6褐色粘性中 締まり密
7 10YR5/8黄褐色粘性中締まり？を；
8 1 0YR5/6黄褐色粘性中締まり街

TP35 
l 1 0YR2/J黒色粘性強締まり極めて密草棋入る
2 IOYRl.7/1黒色粘性強締まり極めて密草根入る
3 JOYR3/l黒褐色粘性強締まり極めて密

第 18図 溝状土坑
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TP33 
l 10YR2/2黒褐色粘性やや中締まり掛草根入る
2 10YR3/l黒褐色粘性弱 締まり術 革根入る 10YR3/3暗褐色粒混入
3 1 0YR2/3黒褐色粘性中 締まり ifj 7j’根入る 10YR4/4褐色小粒浪人
4 10YR3/l黒褐色粘性中締まり中 草根入る
5 1 0YR3/3暗褐色粘性＇＂締まり組草根人る I OYR4/6褐色粒混入
6 10YR2/2黒褐色粘性中締まり中 10YR4/6褐色小粒浪人
7 1 0YR3/3暗禍色粘性中 締まり中 1 0YR4/6褐色小粒混入

TP34 下、
j可 円7640.4

F72474.4 

ト
こ

五オ
x=476,12.0 
,,=mno 

」r

d’ 件 L=45.6伽 ドL 一句 2」

2」

TP34 
1 IOYR3/1黒褐色 粘性やや中締まり密草根入る 10YR3/3暗褐色小粒混入
2 10YR2/2黒褐色粘性やや中 締まり密草線入る 10YR4/4褐色小粒混入
3 JOYR2/3黒褐色粘性やや中締まり中草幌入る
4 !OYR3/l黒褐色粘性中締まり中 草担入る
5 10YR3/4暗褐色粘性中締まり中 草幌入る
6 10YR3/2黒褐色粘性中締まり官 草根入る 10YR5/6黄褐色小粒混入
7 10YR3/l黒褐色粘性強締まり粗草根入る
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TP36 
I IOYRl.7/1黒色粘性強締まり極めて密 1,t根入る
2 IOYR2/1黒色粘性強締まり極的て密 !OYR3/3暗褐色小～中粒極微量混入
3 IOYR3/1黒褐色粘性強締まり粗

TP37 長「

J⑮
 

主て X""476116.8
y-72563.6 

モL

件 L二44.800m 当ドL

十
TP37 
I IOYRl.7/1黒色粘性中締まり密草棋入る
2 !OYR2/1黒色粘性強締まり密草綬入る IOYR3/3暗褐色大粒左壁際に混入
3 !OYR3／！黒褐色粘性強締まり極的て密草担、木寝入る

IOYR3/3暗褐色小～大粒左壁際に少畳混入
4 IOYR3/2黒褐色粘性中締まり密木根入る

TP38 
J「 主て；こ1 ~\. 

件~三三主ご「一一て5 判
)( ~＝＇刊＂：！吐⑨

戸L L~45.400m 件当

TP38 
I !OYR!.7/1黒色粘性強締まり粗車線入る

!OYR6/6明黄禍色極小粒1%弱混入
2 !OYR2/I黒色粘性強締まり粗

!OYR3/3暗褐色極大粒～親指大ブロック両壁際並び中央上方に多量混入
!OYR6/6明苗褐色極小粒！%弱混入

3 !OYRl.7/1黒色粘性強締まり粗草根入る
IOYR3/3暗褐色極大粒右壁上方に少量混入
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件 L~44.800m ド主 当

x=476536 
y=725706 

~ 

TP39 
I !OYRl.7/1黒色粘性強締まり粗草根入る
2 IOYR3/2黒褐色粘性強締まりやや粗草幌入る !OYR4/4褐色小～大粒少量混入
3 IOYRl.7/1黒色粘性強締まり極めて組草根入る
4 IOYR3/1黒褐色粘性強締まり中草幌入る

!OYR5/6黄褐色 IOYR3/3暗褐色調指大ブロック右壁際に混入
5 !OYR3/3暗褐色粘性中締まり密
6 !OYR4/4褐色粘性中締まり密

十
TP40 x=47654.8 

J「
y=72572.4 

」「

戸一三三三二三三己主判L ' 
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件 L~44.900m ド主 A与 ~ 

TP40 
I IOYRl.7/ 1黒色粘性強締まり極めて密草幌入る !OYR5/6黄褐色小粒少量混入

IOYR3/3暗褐色短小粒混入
2 IOYR2/ 1黒色粘性強締まり中 !OYR3/3暗褐色親指大2本分のプロック左壁際に混入

!OYR5/6黄褐色、！ OYR4/4伺色極小粒1%弱混入
3 !OYRl.7/1黒色粘性強締まり粗草根入る
4 7.5YR2/1黒色粘性中締まり密
5 7.5YR3/2黒褐色粘性中締まり密
6 IOYR3/1黒褐色粘性中締まり密

。 1 60 2m 
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TP41 TP44 

J「
耳＝47645.6
y=72571.0 正「 X x~476酬

F72580.4 

件（ 「 l 三己一一一一－－ , 判

王町 l 吐 l [@ )( x~47671.2 生 ⑨
y~72567.4 

F72578.4 

件 L-45.300m ドL 当 ~ 
件 L-46.300m ドと 当 2礼

TP41 
I IOYR2/1黒色粘性強締まり極めて密草根入る

2 IOYR3/2黒褐色粘性強締まり密 IOYR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒 1 %混入

10YR3/3褐色綴指大ブロック左壁際に混入
3 !OYR3/1黒褐色粘性強締まり中草根入る

!OYR6/6明黄禍色、！OYR4/4褐色極小粒1%弱混入
4 !OYR3/1黒褐色粘性強締まり密 10YR3/3暗褐色拳大弱ブロック右壁隙に混入

5 10YR2/1黒色粘性強締まり粗草根入る 10YR2/3黒褐色樋小粒1%混入

IOYR3/3暗褐色粒左壁際上方に混入 IOYR4/4褐色粒中央上方に混入
6 IOYRl.7/1黒色粘性中締まり組 IOYR4/6褐色極小～大粒全体の 1/ 4 を占める

7 lOYR6/8明黄褐色粘性弱締まり密

TP42 
十円7制9-.2

y~ 725924 
-f ~ 

戸し（ 〈三二 、
L
「

前＝＝47653.6
F725906 、そL ⑨ 

件 L-48.400 ~ L
「iム

TP43 

戸L

)( x~47660.2 
F725938 

止 L-48.SOOm 当ドi

TP44 
1 lOYR3/2黒褐色粘性中締まり粗草恨入る

10YR6/8明黄褐色極小～小粒1%弱混入
2 10YR3/3暗褐色粘性中締まり粗草恨入る

lOYR6/8明黄褐色極小粒左壁際に1 %混入
3 !OYR4/3にぷい黄褐色粘性強締まり宙

!OYR6/8明黄褐色親指大ブロック右壁際上方に混入．

底部付近には極大粒混入IOYR5/6黄褐色極小粒3%混入

TP45 守 ＋＇叩＇？！·＇y~ 72595 6 

直
「

=r二ニヱニ竺三J 引

@ ベト円7671.
F72592.8 、主

件 L-48.400m

一
γ 十

L
「

TP45 
1 !OYR2/1黒色粘性中締まり密草幌、木棋入る IOYR6/8 ・ 7/6明苗褐色極小粒10%混入

2 10YR3/l黒褐色粘性中締まり密草履入る IOYR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒5%混入

10YR6/8明黄禍色小～中粒少量混入IOYR3/3暗褐色拳大弱ブロック混入
3 l0YR3/3暗褐色粘性中締まり官草担入る IOYR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒15%混入

IOYR6/8明黄褐色小～中粒少量混入
4 IOYR3/4暗褐色粘性中締まり密草寝入る lOYR6/8 ・ 7/6明黄褐色極小粒30%混入

IOYR6/8明黄禍色小～中粒多E混入
5 IOYR5/6黄禍色粘性中締まり密草根入る

6 10YR5/8黄禍色粘性やや中締まり中草根入る

TP42 
l lOYR2/l黒色粘性中締まり密草般入る l OYR6/6·6/8明黄褐色傾小～中粒20%混入

!OYR3/3暗尚巴親指大～拳大弱ブロ γク多fol混入
lOYR3/3暗尚色粘性中締まり中草棋入る IOYR6/8·7/6明黄褐色極小粒10%混入

IOYR3／！黒褐色粘性中締まり密草恨入る
I OYR6/6·6/8明黄禍色、 IOYR7/8苗燈色隊小～中粒30%混入

4 IOYR3/3暗褐色粘性強締まりやや粗草幌入る IOYR6/8明黄褐色中～大粒多量混入

IOYR7/8黄侵色 10YR6/8明黄褐色極小粒15%混入
IOYR5/6黄褐色粘性強締まり帯草棋入る IOYR3/3暗尚色上方に少li＼混入
IOYR5/8黄褐色粘性強締まり組草根入る

TP43 
l 10YR3/2黒禍色粘性強締まり密草根入る l0YR6/8明黄褐色樋小粒1%混入

2 10YR3/3暗褐色粘性中締まり密草根入る 1 OYR5/6黄褐色粒少量混入

3 IOYR4/4禍色粘性強締まり中草様、木偲入るほぽ粘土質
4 lOYR4/6褐色粘性強締まり粗草棋入るほぽ粘土質

。 1 60 2m 
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4. 焼土遺構
焼土遺構（第21図、写真図版32)

Hl2グリッ ト中央やや東側、 TP45の南側に位置する。 検出面は土層対比図⑥の第四層に比定される八戸

火山灰混合層上位面で、赤褐色の焼土が分布するプランで検出された。 規模は長軸38cm×短軸22cmの楕

円形の範囲である。 断面では厚さ 8cmまで焼土がブロ ック状に分布する。遺物等は伴わないが、検出時に

同位面遺構近辺より縄文土器片が数点出土している。

@ 
ベヤ

x=476590 
y=726COO 

十
ベヤ

A • 戸一

十
x=17659.0 
y=72599.0 

十
x=47658.4 
y=72690 0 

件 L三43.7伽 ~ 

ベヤ

焼土逃構
I 2.5YR4/8罪褐色 粘性弱締まり極的て密
2 IOYR3/1黒褐色 粘性中締まり粗
3 IOYR3/3時褐色 粘性中締まり密

IOYR6/8明賀補色粒 1%混入
4 5YR4/8赤褐色粘性弱締まり密
5 7.5YR5/8明褐色粘性やや中締まり密

x=47658.4 
y=725990 

。 1 : 10 0.5m 

第21図焼土遺構
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VI. 遺構外出土遺物

出土した全遺物は縄文土器、石器、 鉄製品、煙管、銭貨、陶磁器である。縄文土器はコ ンテナ（54×

34× 13cm）約 7 箱分、総重量にして53kg、石器は磯石器を主体にコ ンテナ （54× 34× 13cm）約 3 箱分、

総重量にして44.5kg出土している。また、明らかに持ち込まれたと考え られる円磯がコ ンテナ（54× 34×

13cm）で約5箱分、総重量にして52.2kg出土している。 前述したとおり本調査区からの遺物の出土量は少

なく、出土遺物のほとんどはGll 、 G12、 Hll 、 H12グリ ッ トからである。 よ ってこれらのグリ ッ ト にさ

らに小グリ ッ トを設定し層位毎に取り上げを行った。

近世以降の出土遺物として鉄製品 3点、煙管 l 点、 銭貨 l 点が出土している。陶磁器は近～現代のものが

数点出土しているが、ほとんどが現代のものと見られる。 陶磁器以外を図化して掲載した。

1 .土器
出土したコ ンテナ 7 箱のうち 6 箱は粗製土器である。 また、ほとんと、が小破片であり、接合を試みても器

形を復元できるものは少なく完形品は極わずかである。 ほぽ縄文時代中期末葉、後期初頭～前葉に位置付け

られると考えられるが、 時期や型式が断定できる土器片は少ない。 以下の分類は記述する上で便宜上分類し

たものである。

十
第 1 類： 磨消縄文、充填縄文が施されるもの（No.1 3～35 第23 ・ 24図、 写真図版33 ・ 34)

磨消縄文、充填縄文を持つものを一括した。 小破片のものが多く、文様の特徴を把握できるものは少ない。

16の口縁部内面には鰭状突起が貼り付け られ、 20は波状の磨消縄文が施される。 13、 21 、 22は同一個体

と見られ、 21 、 22は無文部に癌状突起が貼り付け られその周辺は連続刺突されている。 28は渦巻状の沈線

文様が施されている。 29の深鉢は粗雑であるが、胴部中位～口縁部にかけて沈線区画と磨消縄文によ り入

組状の文様が施され、胴部下半は磨かれている。 30は胴部の中央やや上部側に最大径を持つ壷である。 こ

の最大径地点を境にして上半には29同様に入組状の文様が施され、胴部下半が磨かれている。 31 、 32、 33

は同一個体と見られ、 31には大型突起が付く 。その他の土器片も沈線区画、 磨消縄文、充填縄文等により

文様が施されている。

第 2 類： 隆帯文、沈線文が施されるもの（No.36～44 第24図、 写真図版34)

小破片であるため文様等特徴全容の把握は難しいが、降帯文や無地文に沈線文が施される と考えられる も

のを一括した。 37、 38、 39は同一個体と見られ、隆沈線による円形文、楕円形文、渦巻文と見られる文様

が施文される。 40、 41 も同一個体と見られ、 隆帯に沿って沈線が施され、 隆帯上には縄文が施文されてい

る部分がある。 42は隆帯貼付により文様が施される。 44は釣り下げ状突起が付く。

第 3類：櫛歯状線条痕が施されるもの （No.45～47 第24 ・ 25図、 写真図版34)

櫛歯状工具による線条痕と考えられる。 出土した内の 3 点のみ図化したが、ほとんどが縦位の直線状文で

ある。 34は縦位の他、横位の線条痕が見られる。 術歯状工具には櫛歯の間隔が幅広のものや、 密のもの、

間隔にばらつきがあるもの等が見受けられる。

第 4 類 ： 折返口縁のもの （No.48～5 1 第25図、 写真図版34)

出土した折返口縁の中で特徴的なものを抽出し図化した。 48は折返部が無文で折返部直下に縄文が施文

されている。 反対に49は折返部に縄文が施文され、 折返部直下は無文である。 50は折返部も含め 口縁部外
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面全体に縄文が施文され、反対に51は外面全体が無文である。出土した折返口縁のものは、全体的に折返

部が無文で直下に縄文が施文されるものが多いが、折返部の幅にはばらつきがある。

第 5類：撚糸文が施されるもの（No.52～55 第25図、写真図版34 ・ 35)

出土したものの内 4 点を図化した。 52、 55は網目状撚糸文、 53、 54は縦位の撚糸文で、 53には横位の

沈線が見られる。縦位の撚糸文の出土量が多く、そのほとんどがR圧痕である。

第 6類：その他上記以外の特徴をもつもの（No.56～67 第25図、写真図版35)

上記分類以外のものを一括したが、小破片で、断定で、きないため第 1 類、 2 類の特徴を持つと見られるもの

も含まれる。 56は無文の浅鉢で、粗雑であるが内外面、底部まで磨かれており木根処理中に29の深鉢と供

伴して出土した。 57～61は縄文施文後沈線が施されているが、 60、 61 は一部縄文が撫で消されている。

62は円形状の隆帯が貼付られ、 63は刻目や半裁竹管状の刺突が見られる。 64は橋状把手が付き、 65は壷胴

部と見られ、外面に釣り下げ状突起が付き赤色塗料が付着している。 66は注目土器の注目部片で、 67は壷

形土器の口縁部と見られ波状である。

第 7 類 ：粗製土器及び底部資料（No.68～94 第25～28図、写真図版35～37)

粗製土器、底部資料を一括し特徴的なものを抽出し図化した。粗製土器の口縁部口唇の形態は角状、内削

ぎ状、先細り状、丸みを帯びるもの等がある。 70は胴部中央付近が若干張り出す器形を呈する。 71 、 77は

口層部に縄文が施文され、 77は頭部にLRの縄文原体圧痕が施される。 75は波状口縁を呈する。

底部の出土資料は底径が1Ocm～12cm位のものが多数を占める。 87～92の底部片には網代痕が見られる。
-f 

ミニチュア土器： (No.95 第28図、写真図版37)

本調査区から l 点のみの出土である。手づくね製で文様はない。 十
2. 石器

石器についても出土量が少な く、出土した石器の中では剥片石器に対して磯石器の出土量が多い。 剥片石

器22点、機石器53点を図化し掲載した。剥片石器は形状、調整痕跡や使用痕跡等から石銀、石匙、スクレ

ーパ一類、ピエス・エスキーユに分類し、細部調整されたもので定形的な刃部を持たないものを細部調整剥

片として掲載した。その他石核・残核と見られるもの、 リタッチドフレーク、ユーティライズドフレークと

見られるもの、フレーク・チップ類等は掲載しなかった。

礎石器も形状、調整痕や使用痕等から石斧、石錘、凹石、磨石、敵石、蔽磨石に分類した。調整痕跡があ

る礁でいずれの器種にも該当しないものは調整痕を有する機とした。

1. 石鍛（No.96～ 100 第29図、写真図版38)

本調査区か ら 5 点出土しており全点掲載した。基部の形状は平基、凸基、 凹基、円基がある。石質は全て

頁岩である。

2. 石匙（No.lO 1 第29図、 写真図版38)

本調査区から 1 点のみの出土である。両側辺か ら挟り を入れることにより作り 出されたつまみ状小突起部

を有する。つまみ部は器体の長軸方向に位置し、側縁の刃部と平行する縦型で石質は頁岩である。
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